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2022 年中高年シングル女性の生活状況実態調査から 

－見えたこと・これからのこと－ 

2022 年 11 月 30 日 

わくわくシニアシングルズ 

この報告書は、任意団体「わくわくシニアシングルズ」が湯澤直美（立教大学コミュニティ福祉学部）

氏及び北京 JAC の協力を得て中高年シングル女性の生活状況の実態を調査し、その結果をまとめたもの

である。この調査結果からみえる中高年シングル女性の実情と当事者の要望を国や政治・社会に届け、現

状の改善の一助になるようにしたい。なお、当会は 2016 年に 50 歳以上のシングル女性を対象に同様の

調査を実施している。今回は二度目の調査になるが、対象を 40 歳以上のシングル女性まで広げたことに

より、2016 年調査（有効回答 530 人）より大幅に回答者（2345 人）が増え、それぞれの世代が直面する

困難が浮き彫りにされた。 

 

―調査結果からみえたこと― 

 

1．中高年シングル女性の雇用・収入は厳しい 

―正規職員は半数に満たず、非正規職員・自営業

では年収 200 万未満が半数。 

不本意非正規職員は半数超 

回答者全体のうち就労中の人は 1984 人。就

労率は 84.6％と高いが、就業形態は正規職員

44.8％、非正規職員が 38.7％、自営業が 14.1％

であり、正規職員は半数に満たない。非正規職員

768 人のうち、半数超の 395 人（51.4％）が「正

規職員の仕事に就けなかったこと」を今の就業形

態を選んだ理由にあげている。正規職に比べ雇用

での不安定もさることながら、非正規職員、自営

業者の収入は低い。昨年の給与・事業収入（税込

み）では、非正規職員の 52.7％、自営業の

48.6％が年収 200 万未満。非正規職員の

84.1％、自営業の 67.3％が年収「300 万未満」で

ある。全体の 86.1％（2018 人〉の「主たる生計

維持者」をみても、就労中の正規職員は

47.1％、非正規職員・自営業は 51.5％。昨年の

給与・事業収入は、年収 200 万未満の人は

30.4％。半数を超える 54.2％が、年収 300 万未

満という厳しい現実である。 

そのため「いつまで働くか」の設問では、

「働ける限りはいつまでも」「生きている限り、

死ぬまで」と答えた人が全体の 65.6％であり、

非正規職員・自営業では更に高い割合。女性が就

労で生活の糧を十分得られるように、男女の賃金

格差是正、非正規職員の待遇改善、最低賃金の大

幅なアップが必須課題である。 

 

２．コロナ禍・円安による物価高騰 

―中高年シングル女性の生活困窮度が増している 

2020 年初頭から始まったコロナ禍は、内閣府男

女共同参画局『コロナ下の女性への影響と課題に

関する研究会報告書』や自治体等の調査でも明ら

かなように、コロナ禍以前から社会的・経済的に

脆弱であった女性達に多大な影響を与えた。 

本調査の「コロナ禍は、あなたの仕事や生活に

どのように影響していますか」という設問のコメ

ント欄には、「コロナにより派遣を解雇された」「次

の雇用の更新はないと言われた」「職場が閉鎖・正

社員の職を失った」「給与が減った」等、コロナ禍

による影響が多数寄せられた。また、自営業の対

面仕事では、仕事の激減の様相がみられた。さら

に昨今の円安・物価高騰が生活苦に追い打ちをか

けている。「今の暮らしぶり」では「やや苦しい・
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大変苦しい」と回答した人が全体の 68.9％、7 割

近くの人の生活が苦しい状況である。 

コロナ禍、物価高騰という二重苦が中高年シン

グル女性の生活を圧迫している。貯蓄もままなら

ないため、不動産以外の現金預金・有価証券の保

有額は、「ない」人が 4 人にひとりの 26.3％。3 人

にひとりは「50 万未満」の資産しかなかった。何

らかの負債がある人は 21.4％。生活の困窮は心身

の健康状態にも悪影響を与えていることも明らか

になった。 

 

３．低収入・生活苦の中、重い住居費負担 

住居は生きていく上で欠かせない固定費である

が、以下のようなコメントが多く寄せられてい

る。「生活費における住居費の負担が大きい」「家

賃が払えるかどうかが将来の不安の中で一番大き

い」「高齢になると家を借りることできないので

はないか」「単身者への住宅支援をしてほしい」

等、住居への不安・支援の要望の声が多かった。

民間賃貸に居住している人（41.8％）が最も多

い。一方、持ち家率（21.3％）が低く、公営住宅

入居者（6.9%）は圧倒的に少ない。支払っている

住居費の額では、月 7万円以上の負担がある人が

23.5％、ほぼ 4 人にひとりが高額な家賃を支払っ

ている。そのため「住居費支払い後の家計」に余

裕がない人が 62.6％と 6 割を超えている。住居

費の負担感は、どの世代にも共通しており、さら

に年収の低い人ほど、負担感が重い。 

日本の住宅支援は住宅ローン減税にみられるよ

うに「持ち家」支援が主であり、その対象外の人

への支援は乏しい。住宅家賃補助や公営住宅入居

要件の是正等、低所得の人への支援が必要であ

る。また、身寄りのない単身者にとって賃貸入居

の際に求められる「保証人」問題も難題のひとつ

である。国でサポート体制を整えてほしいとの声

もあがっている。 

 

４．就労支援を受けたことがない人が 6 割 

―課題の多い就労支援 

内閣府の女性応援ポータルサイトには、子育て

中の女性への支援が大きく掲載されている。地域

若者サポートステーションやジョブカフェの利用

には年齢制限がある。女性支援・就労支援は子育

中の女性と若者に狭められている感が否めない。  

不安定雇用・低収入の人が多い中高年期のシン

グル女性にも支援が必要。しかし実情は「就労支

援を受けたことがない人」が 6 割もおり、受けた

人でも正規職に就けた人は受講者の 3 割である。  

低収入・低貯蓄、高齢期に貧困に陥る確率が高

い中高年期のシングルに特化した生活保障を伴う

就労支援を要望したいところだが、現行支援制度

の中には中高年を排除している制度がある。その

是正を喫緊課題としてあげたい。資格取得のため

に雇用保険を受給しながら教育訓練給付制度を利

用した場合、雇用保険が切れたあとの生活保障に

なる「教育訓練給付金制度」は、受講時に 45 歳

未満の人が対象という制限を設けている。この制

度の年齢制限を撤廃するだけでも、中高年層の資

格取得は進むはずだ。また支援内容の精査も必

要。「就職氷河期世代の支援」を受けた人は今回

調査では、わずか 20 名、そのうち正規職に就け

たのは 4 人のみであった。 

 

５．悩みは病気・介護・仕事等多岐にわたる 

―公的相談先につながっていない。 

調査からみえる三大将来不安は、「自分自身の病

気や介護の問題」「仕事の継続、生活できる賃金を

得られるか」「低年金・低貯蓄による高齢期の生活」

である。「将来が不安で眠れない」という悲痛なコ

メントもあり、シングルだからこその悩みである

保証人問題、住居不安のコメントも多かった。生

活保護制度への改善では、「扶養照会をやめてほし

い」が 6 割あった。 

抱える悩みや困難は多岐にわたるが、相談先は

友人、親など身近な人に相談する人が大半。自治

体に相談している人は 10.9％、１割ほどしかいな
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い。更に少ないのが男女共同参画センターや女性

センターの相談窓口。全体では 2.6%. 40 代・50 代

の独身者では 1.2％であり、15 人しか相談に行っ

てない。「一人で困った時、公的な相談できる場所

が思い浮かばない」「身近に情報がない」「告知を

強化してほしい」等のコメントにあるように、相

談や相談場所を必要としているシングル女性はい

ます。自治体や男女共同参画センターからの情報

提供やメッセージが求められる。 

 

６．65 歳以上の高齢者 

―月額 10 万円の年金に満たない人が半数超― 

今の年金額では生活が苦しい人が 8 割、4 割

強の人が 70 歳を超えても働いている 

65 歳以上の高齢者は 219 人。そのうち 9 割は主

たる生計維持者である。半数強が住居費を払うと

家計に余裕がなく、資産がない人が 1 割。4 人にひ

とりは「300 万円未満」の資産しかない。 

年金月額は、10 万円未満の人が半数以上の

54.3％（無年金含む）。今の年金額では「生活が苦

しい人」が 8 割おり、70 歳以上でも 45.9％が働い

ている。 

年金受給中の高齢者は、バブル期を通過してお

り正社員の期間もそれなりにある人がいるが、男

女の賃金格差は今よりもひどく、女性が働き続け

ること自体が困難な世代であった。夫婦と子ども

がいる「標準世帯」から外れた単身者は、低賃金だ

ろうが生活に困窮しようが「結婚して扶養されれ

ばいい」という考えのもと、放置され、ほぼ支援は

なく高齢期を迎えた。既に高齢期に入っているが

「生活保護や介護保険の改善のこと、年金生活者

支援給付金のこと」等、高齢者が抱える困難解消

の要望をあげていきたい。 

それと共に、社会や政治がシングル女性を社会

の構成員としてしっかり位置づけず、必要な支援

策も講ぜず、自助努力を強いてきた先が、調査に

みえる「単身高齢者」であることを、次の世代に貧

困を連鎖させないためにも伝えていきたい。 

７．40 代・50 代の氷河期世代のシングル女性 

―不安定雇用・低収入、住居費支払い後の家計に

余裕がない人が 6 割、生活が苦しい人が 7 割 

1990 年代のバブル崩壊 2008 年のリーマンショ

ック、この時代、経済不況により雇用環境が悪化

した。卒業後に正規職を得ることが難しく、非正

規職しか選べなかった人が多数いる。本調査の 40

代・50 代世代の大半はこの就職氷河期世代の人で

ある。40 代で正規職に就けている人は半数の

51.1％、非正規職員・自営業 47.9%。50 代では 4 割

（42.7％）が正規職員、非正規職員・自営業が

55,5 %である。「200 万未満」の年収の人が 40 代・

50 代とも 3 割、3 人にひとりである。住居費支払

後の家計に「余裕のない人」が 6 割以上（40 代

62.5％、50 代 66.4％）を占めている。「生活に余

裕がない」と答えた人が 7 割（40 代 70.1％、50 代

71.8％）。「50 万円未満」の資産しかない人が 40 代

41.5％、50 代は 33.9％である。 

日々の生活を繋ぐことで精いっぱい、不測の事

態や将来のために貯蓄をすることもできない就職

氷河期世代の実情がみえてくる。 

母子世帯の状況は、また一段と厳しい。84.3％

という高い就労率にも関わらず、非正規職員が半

数を超える 56.1％、自営業が 6.2％、正規職に就

けている人は 36.6％しかいない。収入も「200 万

円未満」が 48.7％と半数近い。生活が苦しい人が

89.6％、心身健康状態が良くない人が 52.3％、50

万円未満の貯蓄しかない人が半数越えの 52.4％

もいる。就職氷河期世代の困窮の背景には、バブ

ル崩壊後の経済悪化の解消を賃金コスト削減に求

め、非正規雇用者を増加させたことが大きい。ま

た「女性は扶養されればいい、賃金は安くていい」

という考え方が労働市場・社会を支配し、常態化

していたこともある。今後、低収入・不安定雇用の

就職氷河期単身女性への支援が放置されたままで

あれば、この世代が高齢期に入る 10 年後、20 年後

には困窮する高齢単身女性が急増することが予想

される。
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※まとめ これからのこと 

以上、中高年期の単身女性の全世代に亘る生活困窮、重い住居費負担、支援策の乏しさ、それにも関わ

らず公的相談機関に繋がっていない、40 代・50 代・高齢期女性が抱える課題などが、この調査からあき

らかになった。 

当会は北京 JAC と共に 2021 年から「中高年単身女性の貧困問題解決のために」の要望書を国会議員に

提出する活動を行っている。今回の調査結果を受け、以下のような要望を調査結果と共に政治に届ける

活動をおこなっていきたい。この要望内容は、中高年期のシングル女性のみならず、多くの女性や困窮し

ている人にも共通する課題であることを念頭に届けたい。 

 

 

 

要 望 内 容 

１．中高年シングル女性が安心して生活を送れるために 

・男女の賃金格差、正規・非正規間の格差を是正し、最低賃金をひきあげること。 

・基礎年金を増額し、単身者が年金で生活できる制度設計にすること。 

・年金生活者支援給付金（老齢年金）の収入・所得制限を緩和し、対象者を増やすこと。 

・困窮している全ての人が安心して生活保護を申請・受給できるような体制整備をすること。 

・公営住宅の入居要件を緩和し、単身者の公営住宅入居促進を図ること。 

・低収入・低所得の人への家賃補助、高齢者等の民間住宅入居支援、及び住宅を借りる際に保証人を立

てられない人へのサポート体制を整備すること。 

 

２．安心して医療・介護を受けられるために 

・医療機関への入院、介護施設入所の際、身元保証人のいない人へのサポート体制を確立すること。

・介護保険施設等の、低所得者向け利用料の補助縮小の見直しと、利用者の負担増、ケアプランの有料

化など、介護保険の改悪をしないこと。 

 

３．中高年シングル女性が貧困に陥らないような支援体制の整備にむけて 

・中高年単身女性が直面する困難に対応できる相談支援機関の充実・強化と広報の徹底を図ること。

・中高年層の資格取得等の就労支援を行うこと。現行制度では 45 歳未満の離職者などを対象にしてい

る「教育訓練支援給付金」制度の年齢制限を撤廃し、中高年層の資格取得を支援すること。 

・死別、子ども以外の扶養者がいる離別女性に適用されている寡婦控除のような支援策を、全ての単

身女性に適用し、平等に支援する制度に整備すること。 
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「中高年シングル女性の生活状況実態調査」2022 年版：結果概要 

（１）調査目的 

 女性の貧困率はどの年代でも男性よりも高く、とりわけ高齢になると拡大しています。75歳以上は26%、

４人に１人以上が貧困状況です。65 歳以上の一人暮らしの女性の貧困率は 46.1％とほぼ２人に１人が貧

困に陥っています。戦後一貫して「夫が働き妻は家事育児を担い、子どもは二人」という標準世帯モデル

で雇用・税制・社会保障制度が作られてきました。そのため、この枠から外れるシングル女性はあたかも

社会にいないかのように扱われ、社会保障制度の恩恵を得ることもなく、多くの人が生活に困窮してい

ます。しかしながら、このようなシングル女性の状況に社会の関心は低く、政治も真剣に向き合ってくれ

ていません。そこで当会はシングル女性の生活状況を可視化し、その実態と声を政治・社会へ届けていく

ため調査を実施しました。 

 

（２）調査対象者 

同居している配偶者やパートナーがいない単身女性で、40 歳以上のシングルで暮らす女性が対象。独

身、離婚、死別、非婚/未婚の母、夫等と別居中の方で子ども・親・祖父母・兄弟姉妹等と同居している

方、子ども等の扶養に入っている場合も含みます。 事実婚やパートナーと暮らしている方は対象外です。 

 

（３）実施期間 ：2022 年 8 月 4 日～9 月 20 日 

（４）実施方法 ：インターネットによるアンケート調査を主としつつ、一部郵送により実施 

（５）実施主体 ：わくわくシニアシングルズ 

協力：湯澤直美（立教大学コミュニティ福祉学部）・北京 JAC 

（６）回答者数と有効回答 ：回答者は 2390 人（うち郵送 96 人）。うち有効回答は 2345 人  

 

（７）調査の特徴 

おもにインターネットによる告知で回答を募ったことにより、本調査の回答者はインターネット接

続可能な人、および告知にアクセスできる人からの回答であるということに留意が必要です。更に 65

歳以上の高齢者はインターネット接続がない人もいるため、郵送での回答を募りました。依頼先は当

会に関連する団体や、ひとり親家庭支援団体・女性団体のため、65 歳以上では 離婚・死別・別居・

非婚/未婚母である回答者が、独身に比べ多い傾向です。このような方法で行われた調査であること

を前提にして、調査結果を読み解くことが必要であると考えます。 

 

（８）その他 

％は小数点第二位を四捨五入して第一位を表示したため、％の合計は必ずしも 100％にはなりませ

ん。クロス集計では、非該当や無回答は集計から除外しています。図におけるｎ表記は、回答者の母数

を表記しています。n 表記がない場合は、集計データーの合計になります。 
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■回答者プロフィール 

 

 

 

 

 
 
① 年齢 

年齢 度数 ％ 40代が61.2％、50代が24.5％
40歳以上〜50歳未満 1434 61.2% 60歳以上が14.4％
50歳以上〜60歳未満 574 24.5%

60歳以上〜65歳未満 118 5.0%

65歳以上〜70歳未満 71 3.0%

70歳以上〜75歳未満 96 4.1%

75歳以上 52 2.2%

合計 2345 100.0%

年代 度数 ％
40代 1434 61.2%

50代 574 24.5%

60代 189 8.1%

70歳以上 148 6.3%

合計 2345 100.0%

40代
61.2%

50代
24.5%

60代
8.1%

70歳以上
6.3%

回答者の年代

 

 

 ②居住地 

  

居住地 度数 ％

北海道・東北 142 6.1%

関東 1293 55.1%

甲信越・北陸 96 4.1%

東海・近畿 437 18.6%

中国・四国 110 4.7%

九州 212 9.0%

沖縄 55 2.3%

合計 2345 100.0%

142

1293

96
437

110 212 55

居住地

 

   

 

・有効回答 2345 人の年代は、「40 歳～50 歳」が最も多く 1434 人。全体の 6 割強。 

・回答者の居住地では関東圏が半数超。 

・シングル事情では、「独身」が全体の 56.8％、「離婚」32.5％、「非婚/未婚・別居」6.2％、

「死別」4.6％。 

・「単身世帯」は 48.5％。4 人にひとりは自分の親と同居。親との同居率が高いのは 40 代。 

・子どもと同居している 623 人のうち、母子世帯は 528 人、回答者全体の 22.5％である。 

・全体の 86.1％が自分で生計を維持している「主たる生計維持者」。 
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③シングル事情 

シングル事情 度数 ％ 独⾝56.8％。離婚・死別等43.2％
独⾝ 1332 56.8%

離婚 761 32.5%

死別 107 4.6%

⾮婚/未婚の⺟ 82 3.5%

別居 63 2.7%

合計 2345 100.0%

1332

761

107

82

63

独⾝
離婚
死別

⾮婚/未婚の⺟
別居

 

 

   

クロス集計　年齢とシングル事情

独⾝ 離婚 死別 ⾮婚/未婚の⺟ 別居
40代(n=1434) 66.1% 28.0% 1.4% 3.0% 1.5%

50代(n=574) 50.0% 38.3% 3.5% 4.0% 4.2%

60代前半(n=118) 39.0% 44.1% 6.8% 3.4% 6.8%

65歳以上(n=219) 23.3% 39.7% 26.9% 5.5% 4.6%  
  （回答者のうち、40 代は独身が 6 割を超える。60 代以上になると離婚・死別等が多くなる） 

 

 
 
④ 同居人  

同居人 度数 ％

いない 1138 48.5%
子ども 623 26.6%
自分の母親・父親もしくは両方 602 25.7%
自分の兄弟姉妹 139 5.9%
友人・知人 23 1.0%
孫 16 0.7%
その他 31 1.3%
無回答 10 0.4%
n=2345 複数回答　

クロス集計　同居人の有無とシングル事情

同居人の有無 いる いない
独身(n=1332) 38.7% 61.3%
離婚(n=761) 71.1% 28.9%
死別(n=107) 38.3% 61.7%
非婚/未婚の母(n=82) 82.9% 17.1%
別居(n=63) 66.7% 33.3%

単身世帯は48.5％

4人にひとりが自分の親と同居

いない

48.5%

いる

51.5%

同居人の有無

 

・シングル事情別に同居人の有無をみると、「独身」の 61.3％が単身世帯。 

・「離婚」の 71.1％、「非婚・未婚の母」の 82.9％に同居人がいる。 

・「自分の母親・父親もしくは両方と同居している人」では、40 代が 75.7％と高い。 
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自分の母親・父親もしくは両方と同居している人

子どもと同居している人 年齢 度数 %

母子世帯 度数 ％ 40歳以上～50歳未満 456 75.7%

はい 528 84.8% 50歳以上～60歳未満 127 21.1%

いいえ 93 14.9% 60歳 以上～65歳未満 16 2.7%

無回答 2 0.3% 70歳以上～75歳未満 3 0.5%

合計 623 100.0% 合計 602 100.0%  

         
⑤主たる生計維持者 

主たる生計維持者 度数 ％

はい 2018 86.1%

いいえ 327 13.9%

合計 2345 100.0%

はい

86.1%

いいえ

13.9%

主たる⽣計維持者

 

  
■就労・就業形態 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

① 就労の有無 

 

 

 

・「働いている」人は回答者 2345 人のうち 1984 人。全体の 84.6％が働いている。 

・60 代後半では 66.2％、70 歳以上では 45.9％が働いている。 

・「働いていない」人は全体の 15.4％（361 人）。その理由で最も多いのは「貯蓄・年金・

生活保護等」で生活している 55.7％。自分の健康上の理由（46％）が次に続いた。「年齢

等により失業中・休職中」が 25.5％。「コロナの影響で失業中・休職中」が 14.4％であ

る。 

・働いている人の就業形態は、「正規職員が全体の 44.8％、非正規職員が 38.7％、自営業

が 14.1％。（被雇用者のみでみると、正規職員は 53.7％、非正規職員は 46.3％。 

・年齢が上がるにつれ、正規職員率が下がり、非正規職員率が高くなる。 

・「非正規職員・自営業」を選んだ理由では、「正規職員の仕事に就けなかった」が 42％（440

人）、「年齢を考えるとこの就業形態しかなかった」が 27.1％（284 人）。現在非正規職員

で就労中の人 768 人のうち、「正規職員の仕事に就けなかった」と回答した不本意非正規

の人は 395 人であり、51.4％を占めている。 
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①就労の有無 

就労の有無 度数 ％

働いている 1984 84.6%
働いていない 361 15.4%

合計 2345 100.0%

働いている
84.6%

働いていない
15.4%

就労の有無
⾼い就労率 84.6％

 

クロス集計・・年齢と就労

合計

就労の有無 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数

働いている 1282 89.4% 496 86.4% 91 77.1% 47 66.2% 68 45.9% 1984

働いていない 152 10.6% 78 13.6% 27 22.9% 24 33.8% 80 54.1% 361

合計 1434 574 118 71 148 2345

40歳以上～50歳
未満

50歳以上～60歳
未満

60歳 以上～65歳
未満

65歳以上～70歳
未満

７０歳以上

 

・40 代は 89.4%、50 代は 86.4%が働いている。 

・60 代前半では 77.1％。60 代後半は 66.2％。70 歳以上でも 45.9％が働いている 

 
②働いていない理由   

働いていない理由 度数 ％

年金・貯蓄、仕送り・生活保護等で暮らしている 201 55.7%

自分の健康上の理由 166 46.0%

年齢等により仕事がみつからず失業中・求職中 92 25.5% （40代56⼈、50代22⼈、60代以上14⼈）
新型コロナの影響を受けて失業中・休職中 52 14.4% （40代32⼈、50代14⼈、60代以上6⼈）
家族の病気や介護等の家族の事情 46 12.7%

その他 25 6.9%

無回答 5 1.4%

ｎ=361 複数回答 

  

   

201

166

92

52

46

25

5

年⾦・貯蓄、仕送り・⽣活保護等で暮らし …
⾃分の健康上の理由

年齢等により仕事がみつからず失業中・求 …
新型コロナの影響を受けて失業中・休職中

家族の病気や介護等の家族の事情
その他
無回答

働いていない理由
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 自由記述コメント‥働けない 

 

■非正規（コールセンター）で働いていましたが

コロナの影響で雇い止めになりました。高齢の家

族と同居しているため、コロナが収まるまではと

思い、あまり外出せずにできる自営業に切り替え

ました。ところが昨年はコロナの影響で対面販売

のイベントがほとんど無くなったため売上が落ち

ました。（40 代  独身  自営・フリ－ランス） 

 

■コロナにより派遣を解雇された。基礎疾患持ち

で老齢疾患持ちの親と同居しているため、転職活

動する気にもならず、また外出もしなくなり家に

こもり、精神的にも経済的にも苦しい。 

（40 代  独身） 

 

■コロナ禍で業績が下がったのもあり、ちょうど

今５年目なので次の雇用の更新は出来ないと言わ

れました。直雇用の前にも派遣として数年同じ仕

事をしてきましたが、容易に首を切られるのは切

ないです。（40 代  独身  非正規職員） 

 

■子が発達障害の為(知的なし)、母子同伴登園、

小学校も母子登校。働けません。 

（40 代  非婚/未婚の母  非正規職員） 

 

■コロナ禍で真っ先に派遣切りにあいました。10

年近く働いていて、新入社員に仕事を教えていた

りしておりました。しかし、立場的に切りやすか

ったのだと、かなり心身共にショックを受け、生

活も苦しくなり厳しい状況に置かれています。 

（40 代  離婚） 

 

■シングルマザーでした。子どもにも障害があり

長時間の労働は困難で貧困生活でした。生活保護

の申請に行ったらあなたなら働けると就労の紹介。

働けると思います。でも働けない事情がある。働

いていたら子どもは生きていなかったと思う。将

来が怖い。（40 代  離婚  自営・フリ－ランス） 

 

■去年まで派遣で就業していました。派遣先は機

械製造業の会社で、業績が悪化すればすぐに派遣

を切れるように、最初からずっと 2 ヶ月ずつの契

約でした。コロナ禍で徐々に業績が悪くなり、勤

務して 2 年が経った去年に契約更新なしと言われ

ました。40 代で子持ちだから条件の悪い会社しか

選択肢がない状況です。派遣先企業は、派遣社員

を業績悪化の際の便利な調整手段として利用して

います。短い契約期間を組んでおいて切れ目に切

るということが行われています。こんなやり方は

やめてほしいです。（40 代  離婚） 

 

■体調が悪く仕事が出来ないし、正社員の採用も

ない。（40 代 離婚） 

 

■コロナ禍で職場が閉店、正社員という立場を失

い不安。（40 代  独身） 

 

■現在求職中、もともと年齢・性別で断られるケ

ースが多いのに、さらに正社員は無理という雰囲

気。非正規や派遣も減らされているのに人手不足。

技術や経験は役に立たなくなっている。 

（50 代  独身） 

 

■コロナ禍の時期に派遣切りにあい、元々あった

精神の病気が悪化。障害手帳をとることになりま

した。仕事がなかなか見つからず、結局 1 年ほど

時給 1,000 円の仕事をしていました。 

（40 代  独身  非正規職員） 

 

■大学を出たけど、氷河期で思うところに就職で

きず、仕方なく就職した。上手くいかず精神疾患

を患い、定職につかない状態。母が死んだらどう

しようかと不安。（40 代  独身）
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③働いている人の就業形態 

                   

就業形態 度数 ％

正規職員 889 44.8%
⾮正規職員（パート・アルバイト） 353 17.8%
⾮正規職員（契約・嘱託・臨時社員） 250 12.6%
⾮正規職員（派遣社員） 165 8.3% 就業形態 度数 ％

⾃営業者・フリーランス（雇い⼈なし） 228 11.5% 正規職員 889 44.8%
⾃営業者・フリーランス（雇い⼈あり） 52 2.6% 非正規職員 768 38.7%
会社などの役員 22 1.1% 自営業・フリーランス 280 14.1%
その他 8 0.4% 会社などの役員・その他 30 1.5%
無回答 17 0.9% 無回答 17 0.9%

合計 1984 100.0% 合計 1984 100.0%

正規職員は 44.8％
⾮正規職員・⾃営業は52.8％

 

         

正規職員
44.8%

⾮正規職員
38.7%

⾃営業・フ
リーランス

14.1%

会社などの
役員・その

他, 1.5% 無回答
0.9%

就業形態

 

雇用者のみ
就業形態 度数 ％

正規職員 889 53.7%
⾮正規職員 768 46.3%

合計 1657 100.0%
正規職員
53.7%

⾮正規職
員

46.3%

雇⽤のみの就業形態

        
クロス集計　年齢と就業形態

合計

就業形態 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数

正規職員 650 51.1% 211 42.7% 21 23.6% 7 6.2% 889
非正規職員 461 36.3% 207 41.9% 39 43.8% 61 54.0% 768
自営業者・フリーランス 148 11.6% 67 13.6% 29 32.6% 36 31.9% 280
会社などの役員・その他 12 0.9% 9 1.8% 0 9 8.0% 30

合計 1271 100.0% 494 100.0% 89 100.0% 113 100.0% 1967
働いている⼈1984⼈のうち、就業形態の有無に無回答17⼈を除く1967⼈の集計

40代 50代 60代前半 65歳以上

 
  ・年齢が上がるとともに、正規職員が減り、非正規職員が増加。 

・60 代前半は自営・フリーランスが 32.6％。 
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④非正規職員・自営業・フリーランスの就業形態を選んだ理由 

今の就業形態を選んだ理由 度数 ％

正規職員の仕事に就けなかったから 440 42.0%
自分の都合の良い時間・スタイルで働きたいから 352 33.6%
自分の専門・能力を活かせるから 342 32.6%
年齢を考えるとこの就業形態しかないから 284 27.1%
自分の健康状態を考えて 266 25.4%
通勤時間や労働時間が短いから 191 18.2%
子育て・介護など家庭の事情と両立しやすいから 188 17.9%
組織に縛られたくないから 125 11.9%
その他 121 11.5%
貯金が底をつきそうだから 54 5.2%
仕事が簡単だから 47 4.5%
無回答 36 3.4%
％の分母　非正規職員＋フリーランス＝１０４８人

不本意就労

不本意就労

 

 

不本意就労
A・Ｂの両
方選択

一方を選
択

合計

正規職員の仕事に就けなかったから（A） 162 278 440

年齢を考えるとこの就業形態しかないから（B) 162 122 284

現在の雇用形態（A）

非正規職員395人、
自営業　45人

非正規職員・フリーランス、１０４８人のうち

（不本意就労・・A・B 両方選択及び一方選択・・562人（53.6 ％）

非正規職員768人のうち不本意非正規職員・・・395人（51.4 ％）

 

  

自由記述コメント・・仕事 

 

■高ストレスの中、必死で働いても男性正規社員

の数分の一の給与。就職氷河期に社会に出るも一

度も正規で雇われず。こういう人はその後も安く

使ってよいという慣習。給与は生活保護並みのギ

リギリ、命を繋ぐだけの人生。 

（40 代 離婚 非正規職員） 

 

■頼る身内や、システムがない中で正規職につく

のはとてつもなく難しいです。子どもが小さけれ

ば小さいほど、働き方が狭くなっていきます。キ

ャリアを積むことも難しいですし、仕事に専念す

れば家族との時間を失います。今を生きるのが精

一杯。（40 代 離婚 正規職員） 

 

■事務で転職するにも暗黙の年齢制限などがあり、

結局非正規しか枠がない。無期雇用の拡充をすす

めてほしい。（40 代 独身 正規職員） 

 

■就職氷河期の時代で正規雇用枠がなく、仕方な

く非正規雇用で生活を繋いでいましたが、スキル

を磨くこともできず、日々の生活に追われている

うちに仕事先でうつ病を抱え 10 年ほど就労困難

な状態。将来に希望が持てず、期待も生きていく

意味も見いだせずにいる。（40 代 独身） 

 

■大学を卒業してずっと非正規雇用。将来は職が

なくホームレス確定でしょう。 

（40 代 独身 非正規職員） 
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■氷河期世代は正社員への道を閉ざされた人も多

い。私は高卒でブラック企業（月 100 時間以上の

残業をして月給手取り 10 万円ほど）での正社員

生活の後は、20 代でも仕事が見つかりませんで

した。（40 代 独身 非正規職員） 

 

■非正規雇用をなんとかしてほしい。20 年以上非

正規で同じ職種で働いているが、賃金は上がらな

い。仕事内容は好きなので、なんとか続けている

が、時々将来のことを考えると不安になる。 

（50 代  独身  非正規職員） 

 

■10年以上教育系の業務委託の職に就いていまし

たが、近距離で、長時間対面で人と話す危険な業

務にもかかわらず職場で十分な感染対策が取られ

ず、業務で感染しても何の補償もなかったため、

離職しました。約 2 年間、正規の職に応募し続け

ていますが、応募要件を満たしていても書類選考

で落ちることが多く、また生計を立てるのが困難

なほど低い給与の求人が多く、応募先を見つける

のも困難です。今は返済を猶予されていますが、

多額の奨学金返済を抱えており将来が不安です。 

（40 代  独身  自営・フリ－ランス） 

 

■非正規パート。スーパーで働いています。コロ

ナや経済といった個人ではどうにもならないこと

で生活に影響がでることが不安でなりません。氷

河期世代で正規雇用のルートから外れてしまった

のは私だけではありません。友人の多くも生活に

不安を抱えています。（40代  独身  非正規職員） 

 

 

■収入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・現在、「どのような収入があるか」をみると、「自身の就労収入」が全体の 82.3％と最

も多い。生活保護は 2.6％（60 人）と極めて少ない。 

・昨年の給与・事業収入（税込み）では年収 200 万未満が 33.3％、3 人にひとりは 200

万未満。300 万円未満が 56.9％、二人にひとり。「500 万円以上」の収入のある人はわ

ずか 17％。 

・非正規職員では「年収 200 万円未満」の収入の人は 52.7％、フリーランスでも 48.6％

であり２人にひとりは年収「200 万円」未満。 

・年収「200 万円未満」の割合を年代別にみると、40 歳代 30.3％、50 歳代 32.4％。60

代前半 39.0％であり、65 歳以上では 60.9％に及ぶ。 

・主たる生計維持者（86.1％）の半数が非正規職・自営業。「300 万円未満」の収入だっ

た人は計 54.2％。 
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①現在の収入の種類 

 

収入の種類 度数 ％

自分の就労（給与）収入 1930 82.3% 生活保護受給者
自分自身の老後の年金 278 11.9% 60人（2.6％）と極めて少ない
遺族年金 71 3.0%
障害年金 79 3.4% 年齢 度数

子どもや親族からの仕送り 89 3.8% 40代 34
生活保護 60 2.6% 50代 17
事業・不動産等収入 98 4.2% 60歳 以上 9
児童手当・児童扶養手当・特別児童扶養
手当・育成手当など

396 16.9% 合計 60

養育費 146 6.2%
その他 102 4.3%
無回答 80 3.4%
ｎ=2345　複数回答  

 

②昨年の給与・事業収入 

昨年の収入 度数 ％

100万円未満 294 14.0%
100万円以上～200万円未満 406 19.3%
200万円以上～300万円未満 496 23.6%
300万円以上～400万円未満 346 16.4%
400万円以上～500万円未満 205 9.7%
500万円以上 358 17.0%

合計 2105 100.0%
 無回答240⼈除く2105⼈

294

406

496

346

205

358

昨年の年収

「200万未満」の収⼊の⼈が33.3％。3⼈にひとり
「300万未満」の収⼊の⼈は56.9％、半数を超える
「500万以上」の収⼊がある⼈は、わずか１７％

 

 

クロス集計　就業形態と収入

収入と就業形態 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％

～200万円未満 48 5.4% 396 52.7% 135 48.6% 11 39.3%
200万円以上～300万円未満 183 20.8% 236 31.4% 52 18.7% 1 3.6%
300万円以上～400万円未満 204 23.2% 86 11.4% 40 14.4% 2 7.1%
400万円以上～500万円未満 160 18.2% 20 2.7% 14 5.0% 4 14.3%
500万円以上 286 32.5% 14 1.9% 37 13.3% 10 35.7%

合計 881 100.0% 752 100.0% 278 100.0% 28 100.0%
昨年収入があり、就業形態に回答した人1939人

正規職員 非正規職員 自営業・フリーランス 会社などの役員・その他

 

・非正規職員の半数以上（52.7％）が年収「200 万円未満」。フリーランスの 48.6％が年収「200 万円

未満」。 

 ・「300 万円未満」の収入の人は、非正規職員の 84.1％、フリーランスの 67.3％を占める。 
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 ・正規職員でも「500 万円以上」の収入を得ている人は 3 割強（32.5％）。 

 

クロス集計　年齢と収入

年齢と収入 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％

～200万円未満 406 30.3% 171 32.4% 39 39.0% 84 60.9%
200万円以上～300万円未満 327 24.4% 118 22.3% 22 22.0% 29 21.0%
300万円以上～400万円未満 231 17.3% 85 16.1% 18 18.0% 12 8.7%
400万円以上～500万円未満 149 11.1% 43 8.1% 8 8.0% 5 3.6%
500万円以上 226 16.9% 111 21.0% 13 13.0% 8 5.8%

合計 1339 100.0% 528 100.0% 100 100.0% 138 100.0%
　合計＝昨年収入に無回答240人除く2105人

40代 50代 60代前半 65歳以上

 

・40 代、50 代では「300 万円未満」の収入の人が半数以上。 

30.3%

24.4%

17.3%

11.1%

16.9%

〜200万円未満
200万円以上〜300万円未満
300万円以上〜400万円未満
400万円以上〜500万円未満

500万円以上
40代の収⼊

 

 

 

 

※ 2016 年調査との比較（50 代）・・参考 

 

     

昨年収⼊
昨年の収⼊ 度数 ％ 度数 ％
100万円未満 30 10.5% 65 12.3%
100万円以上〜200万円未満 61 21.3% 106 20.1%
200万円以上〜300万円未満 70 24.5% 118 22.3%
300万円以上〜400万円未満 50 17.5% 85 16.1%
400万円以上〜500万円未満 22 7.7% 43 8.1%
500万円以上 53 18.5% 111 21.0%
合計 286 100.0% 528 100.0%

2022年調査2016年調査
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③主たる生計維持者の収入と就業形態（クロス集計） 

 ・・・2018 ⼈（86.1％）の⼈が⾃分で⽣計をたてている「主たる⽣計維持者」・・・ 

クロス集計　就業形態と主たる生計維持者

就業形態 度数 ％

正規職員 812 47.1%
非正規職員 648 37.6%
自営業者・フリーランス 239 13.9%
会社などの役員・その他 26 1.5%

合計 1725 100.0%
就労中で就業形態に回答した主たる生計維持者1725人 正規職員, 

47.1%

⾮正規職
員,  37.6%

⾃営業
者・フ

リーラン
ス,  13.9%

会社など
の役員・
その他, 

1.5%

就業形態

 

 

クロス集計　昨年収入と主たる生計維持者

収入 度数 ％

～200万円未満 559 30.4%

200万円以上～300万円未満 438 23.8%

300万円以上～400万円未満 310 16.9%

400万円以上～500万円未満 184 10.0%

500万円以上 346 18.8%

合計 1837 100.0%

昨年収⼊があった主たる⽣計維持者1837⼈

559

438

310

184

346

〜200万円未満
200万円以上〜300万円 …
300万円以上〜400万円 …
400万円以上〜500万円 …

500万円以上

主たる⽣計維持者の昨年収⼊

 
・主たる⽣計維持者でも半数が⾮正規・⾃営業・フリーランス。「300 万未満」の年収の⼈は半数超。 
 
⾃由記述コメント・・収⼊・賃⾦ 
 
■コロナ⼤流⾏中の 2 年間程、派遣就業先の会社
が⼀時帰休の名のもと、週 4 ⽇の勤務となりまし
た。正社員や直接雇⽤のパートタイマーは給与補
償 100％でしたが、派遣社員は違いました。所属
する派遣会社により補償額が約 50〜100％と幅が
あり、その理由がよくわかりません。低収⼊者に
さらに追い打ちがかかる厳しい状況。 
（40 代  独⾝  ⾮正規職員） 
 
■現在は社員ですが、勤め先でも⾮正規の賃⾦は
低く、いつ⾃分がそうなるか分からない。 
（40 代 独⾝ 正規職員） 
 
■男⼥に関係なく、雇⽤形態に関係なく、当たり

前に⽣活に必要な賃⾦を得られる仕組み・制度を
考え、こぼれる⼈をなくしてほしい。 
（40 代 独⾝ ⾮正規職員） 
 
■男⼥の賃⾦格差や昇格等の男⼥差を是正するよ
う、国の政策で徹底して欲しい。最低賃⾦を 1600
円まで引き上げて欲しい。とにかく賃⾦が低く⽣
活に全く余裕がありません 。 
（40 代 離婚 正規職員） 
 
■⾮正規雇⽤は奴隷労働で、労働者の気⼒を⼤い
に奪います。現在最⻑でも同じ職場に 3 年しかい
られません。仕事についての専⾨知識や技術が⾝
につく前に辞めさせられ、次の仕事に慣れた頃に
また辞めさせられます。直接雇⽤の場合でも、極
端な低賃⾦では⽣きていけませんので、最低賃⾦
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は 2000 円以上にして欲しいです。 
（40 代 独⾝ ⾃営・フリーランス） 
 
■フルタイムで勤務しているにもかかわらず、⼈
間が最低限必要な⼈間らしい暮らしを送るための
賃⾦がもらえず苦しい。 
（40 代 独⾝ ⾮正規職員） 
 
■⾮正規雇⽤でも、⼈並みの賃⾦の確保と社会保
障の充実を不安なく受けられるようになりたい。
（40 代 独⾝ ⾮正規職員） 
 
■正社員と同じ時間、変わらない仕事内容でも給
料や年収に差がある。（40 代 離婚 ⾮正規職員） 
 
■働いていないわけではありません。最低限の⽣
活をしたいだけ。消費税増税や物価上昇はそうい
う⼈を苦しめています。 
（40 代 独⾝ ⾮正規職員） 
 

■私はいわゆる氷河期世代だが、ずっと真⾯⽬に
働いているのに⼀向に⽣活⽔準が上がらない。 
（40 代 独⾝ ⾃営・フリーランス） 
 
■⽼後の年⾦が少なすぎるのは、現役時代の賃⾦
が安すぎるから。最低賃⾦をもっともっと他の先
進国並みに上げてほしい。⼥性の賃⾦を上げてほ
しい。20 年以上同じ会社、フルタイムで働いてい
ますが、正社員との格差が⼤きすぎます。 
（50 代  離婚  ⾮正規職員) 
 
■仕事が続けられること。複数の仕事をかけ持た
ずに⽣活できること。（50 代  独⾝  ⾮正規職員） 
 
■とにかく給与を上げて欲しい。10 円単位の最低
時給を上げて偉そうな顔をせず、最低時給は⼀律
1500 円。正社員で雇⽤され、昇給年 1 回と⾔われ
たのに、上がらないケースは多々あり。上がって
も 10 円 20 円では何の⾜しにもならない。 
（50 代  離婚  正規職員） 

 

 

■就労支援、女性就労の課題・いつまで働くか？など 

 

 

 

 

 

 

 

 

・就労支援を受けた人は 36.1％（846 人）、受けたことがない人は 1455 人（62％）であり、

受けたことがない人が 6 割。 

・就労支援を受けた人のうち、正規職員に就けた人は 268 人（31.7％）と 3 人にひとり。 

・自営業・フリーランスが抱える問題では「病気・怪我・疾病への保障が少ない」が 65.4％。

・女性が働くうえでの困難では「年齢、正規・非正規間での待遇格差、男女の賃金格差」を

挙げる人が 6 割を超えている。 

・「いつまで働くか」の問いには「働ける限りいつまでも」「生きている限り、死ぬまで」と

回答した人は全体の 65.6％。 



18 
 

①就労支援 

就労支援 度数 ％
受けたことがない 1455 62.0%
受けた 846 36.1%
無回答 44 1.9%

合計 2345 100.0%

就労⽀援を受けたことがない⼈
が1455⼈（６２％）

受けたこと

がない

62.0%

受けた

36.1%

無回答

1.9%
就労⽀援を受けたことがあるか

 
  ※就労支援の効果 

就労支援を受けた人で正規職員に就けた人は 268 名（31.7％）と 3 人にひとり 

 

正規職に就くことができたか 度数 ％

できた 268 31.7%
できなかった 496 58.6%
その他 31 3.7%
無回答 51 6.0%

合計 846 100.0%
就労支援を受けた人846人

268

496

31 51

0

200

400

600

できた できなかった その他 無回答

正規職に就くことができたか

 
※受けた支援別にみた正規職に就けた人数 

就労支援をうけた制度

就労支援を受けた制度 度数 ％ 正規職に就けた人の受講人数 達成率

ハローワークでの就労支援 495 21.1% 166 33.5%
職業訓練校 303 12.9% 104 34.3%
教育訓練給付制度 188 8.0% 73 38.8%
求職者支援制度 117 5.0% 40 34.2%
ひとり親家庭向け就業支援事業 110 20.8% 23 20.9%
地域・若者サポートステーション事業 35 1.5% 10 28.6%
就職氷河期世代への支援 20 0.9% 4 20.0%
ジョブ・カード制度 46 2.0% 16 34.8%
デジタルスキル習得事業 18 0.8% 3 16.7%
その他 35 1.5% 12 34.3%
無回答 44 1.9% 0
ひとり親家庭向け就業⽀援事業のみ n＝528 他はn＝2345 複数回答

・ハローワークの就労支援や、職業訓練校の支援を受けた人に比べ、就職氷河期世代への支援は 20 人し   

かアクセスしておらず、正規職員に就けたのも 4 人と非常に少ない。 
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自由記述コメント・・就労支援 

 

■再就職が難しく、子育てがキャリアとして認識

されない。子育て期間は休んでいると思われてい

るが、実際は違うと思う。あと、職業訓練校の内

容では実際の就職につながらない。もっと現実的

なものにしてほしい。（40代  離婚  非正規職員） 

 

■大変な子育て期が過ぎ、時間にも余裕がある中、

高齢者が再び社会で活躍できるよう、ブランクを

埋めることができる職業訓練強化や社会復帰しや

すい制度を作っていただきたいです。 

（40 代  死別）     

 

■私の県では精神福祉手帳所持者のための職業訓

練制度を利用できない。なぜ地域によって差があ

るのか。早急に利用できるようにしてほしい。氷

河期世代を障害者雇用につなげられる仕組みを早

急に作ってください。（40 代 独身 非正規職

員） 

■氷河期世代の就労支援プログラムを受講しまし

たが、ちゃんとした企業で働いている育休中の男

性や 19 歳男子、プログラム中に海外へ帯同予定で

就労予定のない方、プログラム直後出産予定の就

労予定のない方がいました。ハローワークで就職

氷河期世代枠がありますが、実態を調査したら、

採用実績は０なのではないか、という実感があり

ます。（40 代 独身 非正規職員） 

 

■氷河期世代の雇用について、広報のみに注力し

実際は雇用数が増えているようには見えない。現

在働いている団体の中途採用試験でも、氷河期世

代が試験を受けているが、20 代後半までの受験者

は採用されているにもかかわらず、氷河期世代は

誰一人として採用されていない。ここ 20 年、正規

雇用を目指して就職活動し続け疲弊している。 

（40 代  離婚  非正規職員）

 

 

②自営業・フリーランスが抱える課題 

 
      「事故・病気等の保障が少ない」が 65.4％ 

「委託料問題、相談機関が少ない」指摘も 

  

自営業・フリーランスが抱える課題 度数 ％
事故・病気・疾病への保障が少ない 183 65.4%
フリーランスへの委託費・原稿料が適正とは思えない 131 46.8%
フリーランスが困った時に相談できる国や自治体の相談機関がない 115 41.1%
フリーランスの契約が書面ではなく、口約束のことが多い 93 33.2%
その他 27 9.6%
ｎ＝⾃営業・フリーランス280⼈ 複数回答  

    

183

131

115

93

27

事故・病気・疾病への保障が少ない

フリーランスへの委託費・原稿料が適正とは思えない

フリーランスが困った時に相談できる国や⾃治体の相 …

フリーランスの契約が書⾯ではなく、⼝約束のことが …

その他

⾃営業者が抱える課題

 



20 
 

     
自由記述コメント・・・コロナ禍のフリーランス 

 

■対面の仕事なので、コロナ禍で全くと言ってい

いほど仕事がない。 

（70 歳以上  独身  自営・フリ－ランス） 

 

■コロナ禍になったばかりの頃はフリーランスで

したが、仕事が減ったため派遣社員になりました。

持続化給付金の対象にギリギリならないくらいの

収入減だったため、非常に厳しかったです。今は

幸いフルリモートで働けているので助かっていま

すが、派遣社員のため雇用は不安定です。 

（40 代  独身  非正規職員） 

 

■コロナ禍による店舗に対する休業要請などは無

くなったものの、依然感染者数が増え続けている

ため、客足がなかなか戻らず経営が苦しいです。

休業要請が無くても、実際には売り上げに多大な

影響が出ています。先の事業復活支援金以降、支

援が全く無く困っています。 

（40 代  独身  自営・フリ－ランス） 

 

■自粛により、仕事ができなくなった。自粛終了

時期もあやふやで、決まりかけた仕事が 2 年延期

された。（50 代  死別  自営・フリ－ランス） 

 

■絶対に罹患してはいけない雰囲気の中、業務委

託を続けるのはなかなかしんどい。万が一罹患し

ても保障がない。 

（40 代  死別  自営・フリ－ランス） 

 

■自営の顧客がコロナを機に激減し戻らない。給

付金も少なく、事業復活させるのに苦難続き。年

齢的に今さら正職員での就職先など見つかるとは

思えない。（50 代  離婚）   

 

■春に感染し、そのままコロナ後遺症で働けない

状況が続いています。フリーランスは傷病手当も

なく、この何ヶ月も無収入で治療費の出費もかさ

んでいます。またいつ働けるようになるか先が見

えないので補償を早くしてほしいと思います。 

（40 代  独身  自営・フリ－ランス） 

 

■フリーランスなので予告なく仕事が減る。そん

な中でインボイス制度を導入は困ります。 

（50 代  独身  自営・フリ－ランス） 

 

■仕事が途中で止まったまま、再開の目処が立っ

ていない。こんな時、フリーランスは何も補償が

ない。インボイス制度は無理。 

（50 代  独身  自営・フリ－ランス） 

 

■いきなり仕事がなくなった。委託する事業者が

逃げ、支払いが滞って生活保護を受給した。 

（40 代  離婚  自営・フリ－ランス） 

 

■以前はフリーランスで２種類の仕事をしていた

が、そのうちのひとつが継続困難になり、現在は

廃業状態。コロナ禍で自宅にこもるうち、人との

関係がほぼ切れてしまった。行き詰まりを感じて、

障害者の申請をし、現在は支援センターの人など

と細々つながっている。仕事については別の道を

模索中。（40 代  独身  自営・フリ－ランス） 

 

■コロナ禍で仕事がほとんどなくなった。今は復

活したが。終息はしないし、生きづらさは増して

いる。（40 代  独身  自営・フリ－ランス） 

 

■音楽業です。コロナがきっかけで無くなった演

奏の仕事が戻りません。 

（50 代  独身  自営・フリ－ランス） 
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③当事者が思う女性就労の問題 

・・女性が働く上での困難・・年齢、正規・非正規間での待遇差、男女の賃金格差・・ 

  

女性就労の課題 度数 ％
女性は年齢が高くなるにつれ、正規職員採用が減ってくる 1566 66.8%
正規・非正規職員間の待遇の差 1552 66.2%
男女の賃金格差 1535 65.5%
非正規職員やフリーランスは賃金が低くていいと思われている 1403 59.8%
働くことが将来の希望につながらない 1222 52.1%
子育て中のひとり親が、仕事と子育てを両立させるのは、難しい 1214 51.8%
専門性や資格、経験を評価してもらえない 862 36.8%
短期間の契約更新に心身が消耗、雇用継続に不安 785 33.5%
女性支援・キャリア支援が子育て中の女性に重きをおいている 765 32.6%
その他 145 6.2%
無回答 38 1.6%
ｎ＝2345　複数回答  

     

自由記述コメント・・女性就労 

 

■特に女性は、年齢で正規職に就けるか就けない

かが決まってしまうのを何とかしてほしいし、非

正規雇でも生活していけるだけの収入が得られる

ようにしてほしい。（40 代 独身 非正規職員） 

 

■正規と非正規を時給ベースで同額にしてほしい。

若い人は正規で雇われるよう企業に義務化してほ

しい。（60 代  独身） 

 

■現在、派遣社員で働いています。コロナになり、

正社員との格差を結構感じます。社員には、コロ

ナだから出勤控えるよう促し、ひとり１台 PC 用意

され、週何日かは在宅勤務。ところが、派遣は普段

通りの出勤。不平等だなーとつくづく感じます。

（40 代  離婚  非正規職員） 

 

■今は介護職のパートをしています。介護職はま

だまだ賃金が安いです。コロナ感染の不安、重労

動。（40 代  離婚  非正規職員） 

 

■仕事をやめたら、貧困しかないと感じて、しん

どくても無理して働いている。四十代以降の独身

女性で、特別な能力がなくても正社員として復帰

できる社会であってほしい。 

（40 代  独身  正規職員） 

 

■女性は 20 年務めても平社員のままで、入社 5年

の男性に収入抜かされます。男性だから・女性だ

からという収入格差を法律で変えて欲しい。努力

義務ではどの会社も実践しません。 

（40 代  離婚  正規職員） 

 

■非正規雇用で働いておりますが、コロナに感染

した際のお休みについて、正社員の方と差があり

不公平感を感じます。正社員は全て勤務扱いとな

り給与が出ますが、派遣社員は派遣会社の規則で

3 日まで特別休暇、それ以降は有給休暇を取得す

るか欠勤扱いとなる。在宅勤務をさせてもらえる

が、社員は在宅勤務手当が出ても、派遣社員は派

遣会社の規則では特別手当はない。（電気代等に当

たるものと思います）（40代  離婚  非正規職員） 
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■社会全体が、女は低賃金・短時間雇用でよいと

言う考えを是正してほしい。 

（40 代 独身 自営・フリーランス） 

 

■同じ仕事をしても、男女間の賃金差が著しいの

で、バカバカしくなる。（40 代  離婚  正規職員） 

 

■性別で給与が違うのに怒りを感じる。スタート

が違うし雑用ばかり押し付けられ昇格、昇給する

ような仕事は任せてもらえない。経営判断や運営

判断に関わるような部署の管理職は男性しかなれ

ていません。（40 代 独身 非正規職員） 

 

■精神疾患があるため、大学を卒業したものの、

パートやアルバイトで働いている。１日８時間×

５日も働けないし、仮に働けたとしても年収は200

万未満だ。行政機関の委託先で専門知識もあるう

えで働いているが、この 10 年間時給が上がること

はなく、予算は年々減っている。私の専門知識は

国に搾取されてるのか？ 

（40 代 独身 非正規職員） 

 

 

 

④いつまで働くか？ 

いつまで働くか 度数 ％

60歳まで 54 2.7%
65歳まで 237 11.9%
70歳まで 226 11.4%
75歳まで 95 4.8%
80歳まで 15 0.8%
働ける限りはいつまでも 907 45.7%
生きている限り、死ぬまで 395 19.9%
その他 33 1.7%
無回答 22 1.1%

合計 1984 100.0%
働いている人1984人

全体

「働ける限りはいつまでも」

「生きている限り、死ぬまで」

全体（65.6％）、正規職員（52.9％）

非正規職員（78.9％）、自営業（77.7％）

 
クロス集計　雇用形態といつまで働くか

いつまで働くか 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％

60歳まで 34 3.8% 10 1.3% 8 2.9% 2 6.7%
65歳まで 189 21.4% 36 4.7% 7 2.5% 3 10.0%
70歳まで 139 15.7% 61 8.0% 23 8.2% 2 6.7%
75歳まで 39 4.4% 42 5.5% 12 4.3% 1 3.3%
80歳まで 3 0.3% 3 0.4% 4 1.4% 3 10.0%
働ける限りはいつまでも 354 40.0% 403 53.0% 136 48.7% 12 40.0%
生きている限り、死ぬまで 114 12.9% 197 25.9% 81 29.0% 3 10.0%
その他 12 1.4% 9 1.2% 8 2.9% 4 13.3%
　合計 884 100.0% 761 100.0% 279 100.0% 30 100.0%
働いている人1984人から就業形態無回答、　いつまで働くか無回答除く1954人

正規職員 非正規職員 自営業者・フリーランス 会社などの役員・その他
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■ 住居について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①居住形態 

居住形態 度数 ％

民間賃貸住宅 981 41.8%
親・子どもや親族の持ち家・分譲マンション 587 25.0%
あなたの持ち家・分譲マンション 500 21.3%
公営賃貸住宅（県営・市営等） 161 6.9%
ＵＲ等の賃貸住宅 68 2.9%
その他 42 1.8%
無回答 6 0.3%

合計 2345 100.0%

⺠間賃貸住宅居住者
最も多い41.8％
持ち家率が低く、公営賃貸住宅居
住者も6.9％と少ない

 

 

981

587

500

161

68

42

6

⺠間賃貸住宅
親・⼦どもや親族の持ち家・分譲マンション

あなたの持ち家・分譲マンション
公営賃貸住宅（県営・市営等）

ＵＲ等の賃貸住宅
その他
無回答

居住形態

 

・⺠間賃貸住宅居住者が最も多く（41.8％）、持ち家率も低い（⾃分の持ち家 21.3％）。公営
賃貸住居者は 6.9％とごくわずかである（公営賃貸住宅に⼊居できている⼈は全国的に少
数）。 

・40 代は⾃分の持ち家率が低い⼀⽅、親・親族の持ち家住まいが他の世代よりも⾼い。 
・死別は持ち家率が⾼い。独⾝・別居は公営住宅⼊居率が 1.9%・3.2%であり、他の属性よ

りも低い。 
・2022 年 7 ⽉に 5 万円以上の住居費を払った⼈は 46.1％ 7 万円以上は 23.5％。 
・住居費⽀払い後の家計に余裕がない⼈（1175 ⼈）は全体の 62.6％。 

（どの年代も「住居費⽀払い後の家計」に余裕がない‥クロス集計） 
・年収「300 万未満」の⼈の８２％が「住居費⽀払い後の家計」に「あまり・全く余裕がな

い」と回答。 
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クロス集計　居住地ごとの居住形態 全国どの地域でも公営賃貸住宅の入居者が少ない。

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％

民間賃貸住宅 62 43.7% 583 45.2% 15 15.6% 157 35.9% 47 43.9% 80 37.9% 37 67.3%
親・子どもや親族の持ち家・分譲 51 35.9% 253 19.6% 45 46.9% 146 33.4% 32 29.9% 54 25.6% 6 10.9%
あなたの持ち家・分譲マンション 20 14.1% 309 23.9% 22 22.9% 85 19.5% 22 20.6% 37 17.5% 5 9.1%
公営賃貸住宅（県営・市営等） 6 4.2% 79 6.1% 12 12.5% 25 5.7% 4 3.7% 30 14.2% 5 9.1%
ＵＲ等の賃貸住宅 1 0.7% 45 3.5% 0 14 3.2% 1 0.9% 6 2.8% 1 1.8%
その他 2 1.4% 22 1.7% 2 2.1% 10 2.3% 1 0.9% 4 1.9% 1 1.8%
合計 142 1291 96 437 107 211 55
無回答６人を除く2339人

沖縄九州中国・四国東海・近畿甲信越・北陸関東北海道・東北

 
 

クロス集計　シングル事情と居住形態 死別は持ち家率が高く、独身・別居は公営住宅入居率が低い。

居住形態 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％

民間賃貸住宅 605 45.5% 296 39.0% 18 17.0% 35 43.8% 27 42.9%

親・子どもや親族の持ち家・分譲マンシ 422 31.7% 122 16.1% 9 8.5% 15 18.8% 19 30.2%

あなたの持ち家・分譲マンション 226 17.0% 181 23.8% 68 64.2% 15 18.8% 10 15.9%

公営賃貸住宅（県営・市営等） 25 1.9% 113 14.9% 8 7.5% 13 16.3% 2 3.2%

ＵＲ等の賃貸住宅 39 2.9% 26 3.4% 1 0.9% 1 1.3% 1 1.6%

その他 14 1.1% 21 2.8% 2 1.9% 1 1.3% 4 6.3%

合計 1331 759 106 80 63

無回答６人を除く2339人

別居死別離婚 非婚/未婚の母独身

 
 

クロス集計　年齢と居住形態 40代は民間賃貸、親・親族持ち家住まいが他の世代に比べ高い

居住形態 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％

民間賃貸住宅 689 48.1% 224 39.1% 31 26.3% 37 17.1%

親・子どもや親族の持ち家・分譲マンション 439 30.7% 124 21.6% 13 11.0% 11 5.1%

あなたの持ち家・分譲マンション 166 11.6% 143 25.0% 62 52.5% 129 59.7%

公営賃貸住宅（県営・市営等） 76 5.3% 50 8.7% 8 6.8% 27 12.5%

ＵＲ等の賃貸住宅 38 2.7% 20 3.5% 3 2.5% 7 3.2%

その他 24 1.7% 12 2.1% 1 0.8% 5 2.3%

合計 1432 573 118 216
無回答６人を除く

65歳以上40代 50代 60代前半

②2022 年 7 ⽉に⽀払った住居費の額 

住居費の負担額 度数 ％

負担なし 460 19.6%

１万円未満 72 3.1%

１万円以上～３万円未満 307 13.1%

３万円以上～5万円未満 420 17.9%

5万円以上～7万円未満 529 22.6%

7万円以上～9万円未満 299 12.8%

9万円以上 250 10.7%

無回答 8 0.3%

合計 2345 100.0%

460

72

307

420

529

299

250

8

負担なし
１万円未満

１万円以上〜３万円未満
３万円以上〜5万円未満
5万円以上〜7万円未満
7万円以上〜9万円未満

9万円以上
無回答

住居費の負担額
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クロス集計　住居費負担と居住形態

月額7万以上の住居費を払っている人 ％

民間賃貸住宅 38.1%

親・子どもや親族の持ち家・分譲マンション 6.3%

あなたの持ち家・分譲マンション 21.6%

公営賃貸住宅（県営・市営等） 4.3%

ＵＲ等の賃貸住宅 26.5%

「負担なし」無回答を除く1877人が対象

38.1%

6.3%

21.6%

4.3%

26.5%

⺠間賃貸住宅
親・⼦どもや親族の持ち …
あなたの持ち家・分譲マ …
公営賃貸住宅（県営・市 …

ＵＲ等の賃貸住宅

⽉7万以上住居費を払っている割合

 
・家賃負担が最も重いのは⺠間賃貸住宅居住者 
・⺠間賃貸住宅居住者は 981 ⼈。38.1％（374 ⼈）が⽉額 7 万円以上の住居費を⽀払っている 
 
 
 
③住居費⽀払い後の家計 

    

住居費支払い後の家計 度数 ％

余裕がある 238 12.7%

どちらかというと余裕がある 452 24.1%

あまり余裕がない 737 39.3%

まったく余裕がない 438 23.3%

無回答 12 0.6%

合計 1877 100.0%
家賃負担なし、および無回答の人除く1877人

住居費支払い後の家計 度数 ％

どちらかというと余裕・余裕がある 690 36.8%

あまり・まったく余裕がない 1175 62.6%

無回答 12 0.6%

合計 1877 100.0%  
    

       

どちらかとい
うと余裕・余

裕がある
36.8%

あまり・まっ
たく余裕がな

い
62.6%

無回答
0.6%

住居費支払い後の家計

住居費⽀払い後の家計に余裕がない⼈が62.6％
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クロス集計　住居費支払い後の家計と年齢

住居費支払い後の家計 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％

どちらかというと余裕・余裕がある 430 37.5% 156 33.6% 33 35.5% 71 44.4%

あまり・全く余裕がない 718 62.5% 308 66.4% 60 64.5% 89 55.6%

合計 1148 100.0% 464 100.0% 93 100.0% 160 100.0%
　住居費支払後の家計に無回答12人を除く1865人

65歳以上60代前半40代 50代

どの年代も住居費を支払った後の家計に余裕がない

 

クロス集計　住居費支払い後の家計と収入

住居費支払い後の家計と収入 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％

どちらかというと余裕・余裕がある 71 13.9% 95 22.1% 133 45.4% 100 59.5% 260 81.8%

あまり・全く余裕がない 439 86.1% 335 77.9% 160 54.6% 68 40.5% 58 18.2%

合計 510 430 293 168 318
昨年収入があり、住居費を支払っている人1719人

～200万円未満 ～300万円未満 ～400万円未満 500万円以上～500万円未満

「年収３００万未満」９４０人のうち

「あまり・全く余裕がない人」 ７７４人（８２％）

 
  

自由記述コメント‥住まいについて 

 

■家賃の負担が非常に大きい。失職、年金生活に

なった場合に現在の家賃が払えない。家賃の安い

部屋に引っ越そうとしても、単身高齢女性は容易

に部屋を借りることができない。政府には、家賃

補助金や単身女性が公営住宅に住む権利を要求し

たい。（50 代  独身  正規職員） 

 

■住宅購入の場合にのみ税控除があるのはおかし

いです。家賃補助制度を作ってほしいです。生涯

にわたって住宅を所有しない人を念頭に置いた住

宅政策を求めます。 

（40 代 独身 自営・フリーランス） 

 

■収入が大幅に減ったときに、家賃が払えるかど

うかが将来の不安の中で 1 番大きな割合を占めて

いる。住居がなければ何もできない。単身者への

住宅支援をしてほしい。 

（40 代  独身  非正規職員） 

 

■年金生活者でも暮らせる単身者向けの公的住宅

の拡充を希望します。（50 代  離婚  正規職員） 

 

■高齢単身女性に安心できる住居の確保を。生活

費における住居費の負担がかなり大きい。 

（60 代  独身  自営・フリ－ランス） 

 

■高齢の一人暮らしに困らないよう、公営住宅を

今後増やしてほしい。（40代  離婚  非正規職員） 

 

■高齢になる前の 40 代の今でも、保証人がいなく

て部屋が借りられないことに、更新の度に強い不

安にさらされています。この高齢会社会、親や親

戚も高齢だったり亡くなっていたり、きょうだい

もいない等で保証人がいなかった場合、保証会社

を通すのが当たり前になってほしい。（保証会社NG、

連帯保証人絶対必要、という物件がほとんどです。

（40 代 独身 正規職員） 

 

■障がいを持っている子ども達と保護者への支援。  

住宅が探しにくいので 障害基礎年金受給者でも
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貸付けが出来るようにして欲しい。（50代 離婚） 

 

■都営住宅(公営住宅)は障害者やシングルマザー

が優先で単身女性は優先されないので、解決策が

欲しい。（40 代 独身 非正規職員） 

 

■住んでいる部屋が賃貸で、母親に保証人を頼ん

でいます。父親は亡くなっており、自分のきょう

だいとは折り合いが悪く、母が亡くなったあと保

証人を頼める人がいません。数週間前に部屋の更

新をしたばかりですが、2 年後の更新時には高齢

の母が亡くなっている可能性もあります。貯蓄も

なく、今後どうしたらよいか困っています。同じ

ような境遇の人はたくさんいると思いますが、救

済措置を講じて欲しいです。 

（50 代  離婚  非正規職員） 

 
 
 

■資産・負債 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①不動産以外の現金預金・有価証券の保有 

資産 度数 ％

ない 616 26.3%

50万円未満 227 9.7%

50万円以上～100万円未満 132 5.6%

100万円以上～200万円未満 198 8.4%

200万円以上～300万円未満 168 7.2%

300万円以上～500万円未満 216 9.2%

500万円以上～1000万円未満 271 11.6%

1000万円以上 492 21.0%

無回答 25 1.1%

合計 2345 100.0%

「ない」人616人（26.3％）4人にひとり

「ない」人含め資産「300万未満」57.2％

「1000万」以上ある人492人（21％）

 

・資産（不動産以外の現金預金・有価証券）のない人は 616 人（26.3％）であり、4 人に

ひとりに相当する。一方「1000 万以上」の資産がある人は 492 人（21％）であり、5 人

にひとり。 

・資産が「ない」人含め、資産「300 万未満」の人の合計をみると 57.2％と半数を超える。

・40 代の 30.7％、50 代の 23.6％に資産がなく、65 歳以上でも 10.9％は資産がない。 

・何らかの負債がある人は 21.4％であり、5 人にひとり。 
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616

227

132

198

168

216

271

492

25

ない
50万円未満

50万円以上〜100万円未満
100万円以上〜200万円未満
200万円以上〜300万円未満
300万円以上〜500万円未満

500万円以上〜1000万円未満
1000万円以上

無回答

保有する現⾦預⾦・有価証券

 
            
 

クロス集計　資産と年齢

資産 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％

ない 436 30.7% 135 23.6% 22 19.3% 23 10.9%

～100万円未満 244 17.2% 98 17.1% 12 10.5% 5 2.4%

100万円以上～300万円未満 230 16.2% 99 17.3% 12 10.5% 25 11.8%

300万円以上～500万円未満 126 8.9% 47 8.2% 13 11.4% 30 14.2%

500万円以上～1000万円未満 164 11.5% 61 10.6% 12 10.5% 34 16.1%

1000万円以上 222 15.6% 133 23.2% 43 37.7% 94 44.5%

合計 1422 573 114 211
資産に無回答25人を除く2320人

 40代30.7％、50代23.6％に資産がなく、65歳以上も10.9％はない。

４０代 50代 60代前半 65歳以上

 
    2016 年調査の 50 代：「資産が「ない」が 20.1％ 100 万未満が 34.6％（参考） 
 

 

 

②負債（住宅ローン除く） 

   

負債 度数 ％

ない 1813 77.3%

50万円未満 158 6.7%

50万円以上～100万円未満 134 5.7%

100万円以上～200万円未満 99 4.2%

200万円以上～300万円未満 43 1.8%

300万円以上～500万円未満 39 1.7%

500万円以上 29 1.2%

無回答 30 1.3%

　合計 2345 100.0%

何らかの負債がある人

５０２人（21.4％）

 

 

   



29 
 

負債のある人

負債額 度数 ％

50万円未満 158 31.5%

50万円以上～100万円未満 134 26.7%

100万円以上～200万円未満 99 19.7%

200万円以上～300万円未満 43 8.6%

300万円以上～500万円未満 39 7.8%

500万円以上 29 5.8%

合計 502 100.0%

負債の無い人、無回答を除く502人

31.5%

26.7%

19.7%

8.6% 7.8%
5.8%

負債額

 
 
自由記述コメント‥貯金・借金 

 

■子どもが２歳のときから母子家庭。パートで 30

年働いてきました。今年金暮らしですが、預金を

取り崩して生活しています。預金がなくなったら、

病気になったらどうしようと先が不安です。（70歳

以上 離婚） 

 

■うつ病で、働くことが少ししかできなかった頃

に借金をしてしまい、給料日に借金返済と各種支

払いをすると一日で給料がなくなってしまう。昨

年の右手の手術代の分割払いもまだ終わっていな

い。右手はまた再発の徴候があるが、整形外科に

行くお金がない。炊き出しに並びたいが電車賃が

ない。国費で全国におとな食堂を作ってほしい。

（50 代  独身  非正規職員） 

 

■今生きるために働いているので将来の貯えがな

く、子ども達が自立したら迷惑をかけないように

早く死ぬしかないと思っている。 

（40 代 離婚 非正規職員） 

 

■コロナリストラにあった。正社員でなくては生

活出来ないのに、年齢のせいか職に就けなくて困

っている。パートや派遣の就職で妥協すると老後

の貯金もままならない。（40 代  独身） 

 

■コロナの貸付など満額借りたが、返済が間もな

く開始される。大変厳しい。これから奨学金とい

う借金が 2 人分増えて生きるすべが見つからない。

（40 代  離婚  非正規職員） 

 

■新型コロナウィルスが流行以降、勤務人数削減

に伴って収入が減り、休園・休校で電気代食費な

ど出費が増え、家賃など支払いが滞ったため、借

金をしたが返済できなかったので転職した。しか

しその時に作った借金の返済や滞納していたもの

を支払うのが大変で一向によくならない。苦しい

ままである。給付金はありがたかったが、その場

しのぎにしかならず継続的またはまとまった金額

での給付がないと、リセットできない。現在夏休

みで留守家庭に行かせるためお弁当を持たさなけ

ればならないが、お米を買うお金もない。自分が

食事を摂らずにいたとて何の足しにもならない。

生きるのが辛い。（40 代  離婚  正規職員） 

 

■生計を立てるのが困難なほど低い給与の求人が

多く、応募先を見つけるのも困難。多額の奨学金

返済を抱えており、将来が不安。今は返済を猶予

されていますが、収入が上がらなくても猶予期間

に限度があります。収入が低い者からも返済を求

めるのを止めさせてほしいです。 

（40 代  独身  自営・フリ－ランス） 
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■子どもの成長と共に自身の働き方を考えている。

現在、パート。正規職に就きたいが、なかなかみつ

からない。仕事しながら資格をとっている。児童

手当は高校生にはない。高２の子どもが卒業し大

学に入ると奨学金が重くのしかかる。非正規の私

は、この先もずっとお金の心配をしなければなら

ず不安。大学生に１番お金がかかるので支援して

ほしい。お金で子どもの未来を奪わないでくださ

い。（40 代  離婚  非正規職員） 

 

■収入が少ないのに、昨年の収入で決められてし

まう国保。兄弟にお金を借りて払ってますが、返

す事が出来ない。年金も払えないので、いざ年金

受給となった時にほぼない状態。年を取れば給料

も少なくなるし、どうやって生きていくのか不安

しかない。（40 代  離婚  非正規職員） 

■普通に働いて普通に暮らして将来に備えられる

ようにしてほしい。（40 代 独身 正規職員） 

 

■シングルの女性は特に薄給、節約して生活して

いる。変わらないこの国にあきらめモードの人が

多いと思う。（40 代 独身 正規職員） 

 

■給料が低過ぎて貯蓄もままならない。病気にな

ったらアウトだと思う。 

（40 代 独身 非正規職員） 

 

■普通に暮らせる収入が欲しいです。家賃水道電

気代を払い、食事をして、老後のために少し貯金

ができるくらいの収入が普通にあればいいなと思

います。（40 代  独身  非正規職員） 

 
 
 
 
 
■暮らし・心身健康状態 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・今の暮らしぶりは、回答者の 68.9％の人が「やや苦しい・大変苦しい」と感じている。

・「やや・大変ゆとりがある」人は 6.4％しかいなかった。 

・65 歳以上の半数以上、40 代から 60 代前半の 70％超が「やや・大変苦しい」。 

・50 歳以上の暮らしぶりは「やや・大変苦しい」は 67％。 

・非正規職員の 84％弱、自営業の 68％弱は生活が「やや・大変苦しい」と回答。 

・正規職員の 54％も生活が「やや・大変苦しい」。 

・今の心身健康状態が「良くない・あまり良くない」人が 42.9％。 

 「良い・まあ良い」は 20.7％。 

・ゆとりのある生活の人は健康状態も良い。生活が苦しいと感じている人の健康状態は悪

い人が多い。 
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① 今の暮らしぶり 

暮らしぶり 度数 %

ややゆとりがある 106 4.5%

大変ゆとりがある 44 1.9%

普通 580 24.7%

大変苦しい 640 27.3%

やや苦しい 975 41.6%

合計 2345 100.0%

やや・大変ゆとりがある 150 6.4%

普通 580 24.7%

やや・大変苦しい 1615 68.9%

合計 2345 100.0%

やや・⼤変
ゆとりがあ

る, 6.4%

普通
24.7%

やや・⼤変
苦しい
68.9%

暮らしぶり

暮らしぶり・・「やや・大変苦しい」人が1615人（68.9％）

クロス集計　年齢と暮らしぶり 65歳以上の半数以上、40歳～60代前半は70％超が生活苦

暮らしぶり 度数 % 度数 % 度数 % 度数 %

やや・大変ゆとりがある 91 6.3% 31 5.4% 10 8.5% 18 8.2%

普通 338 23.6% 131 22.8% 25 21.2% 86 39.3%

やや・大変苦しい 1005 70.1% 412 71.8% 83 70.3% 115 52.5%

合計 1434 574 118 219

60代前半50代40代 65歳以上

 

 
 
※ 2016 年調査と今回調査の比較 （50 歳以上）・・・参考 

2016年調査（50歳以上） 2022年調査（50歳以上）
暮らしぶり 度数 % 暮らしぶり 度数 %

やや・⼤変ゆとりがある 72 13.6% やや・⼤変ゆとりがある 59 6.5%
普通 157 29.6% 普通 242 26.6%
やや・⼤変苦しい 296 55.8% やや・⼤変苦しい 610 67.0%
無回答 5 0.9% 無回答 0 0

合計 530 100.0%  合計 911 100.0%  
 
 

※就労の有無と「暮らしぶり」  

      

クロス集計　就労の有無と暮らしぶり どちらも生活は苦しい

暮らしぶり 度数 % 度数 %

やや・大変ゆとりがある 139 7.0% 11 3.0%

普通 506 25.5% 74 20.5%

やや・大変苦しい 1339 67.5% 276 76.5%

1984 100.0% 361 100.0%

働いていない働いている
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　　　　　非正規職員の84％弱、自営業の68％弱が生活苦。正規職も半数以上
クロス集計　雇用形態と暮らしぶり

暮らしぶり 度数 % 度数 % 度数 % 度数 %

やや・大変ゆとりがある 98 11.0% 14 1.8% 17 6.1% 7 23.3%

普通 311 35.0% 110 14.3% 73 26.1% 11 36.7%

やや・大変苦しい 480 54.0% 644 83.9% 190 67.9% 12 40.0%

合計 889 768 280 30

働いている人1984人のうち雇用形態に無回答の人17人を除く1967人

非正規職員正規職員 自営業・フリーランス 会社などの役員・その他

 

 

② 今の心身健康状態 

心身の健康状態 度数 %

良い 169 7.2%

まあ良い 316 13.5%

普通 854 36.4%

あまり良くない 771 32.9%

良くない 235 10.0%

合計 2345 100.0%

心身の健康状態 度数 %

良い・まあ良い 485 20.7%

普通 854 36.4%

良くない・あまり良くない 1006 42.9%

合計 2345 100.0%

良い・まあ良
い

20.7%

普通
36.4%

良くない・あ
まり良くない

42.9%

⼼⾝の健康状態

「良くない・あまり良くない」が42.9％

 

 

クロス集計　年齢と心身健康状態 40代・50代の体調の良くない人・・44％～47％弱

心身の健康状態 度数 % 度数 % 度数 % 度数 %

良い・まあ良い 292 20.4% 109 19.0% 25 21.2% 59 26.9%

普通 509 35.5% 197 34.3% 51 43.2% 97 44.3%

良くない・あまり良くない 633 44.1% 268 46.7% 42 35.6% 63 28.8%

合計 1434 100.0% 574 100.0% 118 100.0% 219 100.0%

40代 50代 60代前半 65歳以上

 
 

クロス集計　暮らしぶりと心身健康状態 生活が苦しい人の半数は健康状態が良くない

やや・大変ゆとりがある

度数 % 度数 % 度数 %

良い・まあ良い 250 15.5% 160 27.6% 75 50.0%

普通 547 33.9% 260 44.8% 47 31.3%

良くない・あまり良くない 818 50.7% 160 27.6% 28 18.7%

合計 1615 100.0% 580 100.0% 150 100.0%

普通やや・大変苦しい

暮らしぶり

健
康
状
態
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 自由記述コメント‥暮らし・心身健康状態 

 

■母子家庭で育ち、母も他界し誰も頼れる人もい

ない。今の生活もギリギリで数年先の生活がどう

なるかさえ想像できない。自死したいと時々思う

事さえある。余りにも格差があり過ぎて、社会か

ら取り残されていると思えてならない。社会その

ものが敵に思えることもある。こんな国に何で産

まれて生きなくてはならないのか？と思う毎日。

（50 代  独身  非正規職員） 

 

■生活の苦しさはコロナ以前からあった。平均的

な子育て世代を優遇することは大事ですが、それ

以上に明日の生活もままならない世帯を先ず優先

する必要があると思います。世代や家族構成や性

別で区切るのではなく、もっときめ細かな対応を

していただきたいです。最賃 31 円上がっても苦し

さは変わりません。（60 代  別居  非正規職員） 

 

■とにかくお金がない。正社員として定期収入を

得られているが、そもそも給与が低く、生活はギ

リギリ。一律給付金のような返済不要の支援が受

けられないと将来の展望が描けない。 

（40 代  独身  正規職員） 

 

■値上げと増税で生活必需品を買うだけで手取り

がなくなる。夢も希望もない。 

（40 代  独身  非正規職員） 

 

■光熱費も食費も日用品も値上がりして、お給料

は下がり、税金と日々を賄うだけでお金は残らず

文化的な事へ使う余力もなく生きるのが嫌になる。

（50 代  独身  非正規職員） 

 

■正社員で保険営業をしていましたが、コロナ禍

心身限界で今年１月退職。失業保険をいただきな

がら、パート事務職を見つけ、働き始めてすぐ長

女が感染、下の子の保育園も学級閉鎖になり、長

期で休まなくてはならず、２週間働けないと時給

で暮らす私達の経済は、飢えるほど苦しくなりま

す。後半は保育園児お留守番させて働きに出まし

た。そうするしか無いのです。今月とうとう家賃

をはじめて滞納してしまいました。都民住宅 JKK

ですが、7 万するので非常に厳しいです。（40 代  

離婚  非正規職員） 

 

■給与は上がらないのに、物価の高騰が今までに

ないくらいに高騰し、家計に響いている。夏休み

は子どもの昼食も用意する必要がある。食費など

切り詰めて、節約をするよう工夫して、お菓子も

安価なものを選ぶようにさせている。 

（40 代  離婚  非正規職員） 

 

■非正規雇用やパート、アルバイトの掛け持ちな

ど、不安定な働き方で家族がコロナに罹り、薬代

や食費などの出費がかさみ、現金がなく、クレジ

ットカードで払いなんとかしのいでいます。保証

もない働き方、未来のことも考えられないほどに

精神もすり減ってしまいました。頑張っても報わ

れない働き方、長時間労働をしても少ない給与、

やりがいの搾取。いつまでこんなことが続くのか

…生きる気力もなくなります。 

（50 代  離婚  非正規職員） 

 

■今は働けるのですが、膝が痛くなりはじめて、

いつ動けなくなるかとても不安です。それとずっ

と澱のようにあるのが、貧困は自己責任という言

葉です。自己肯定感が希薄になってとてもつらい

です。（70 歳以上 離婚  非正規職員） 
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■将来不安、相談先、⽣活保護、 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①当事者が抱く将来の不安 

将来不安 度数 ％

自分の病気や介護が必要になった場合に、制度を利用できるのか 1740 74.2%

仕事の継続、生活できる賃金を得ること 1665 71.0%

低年金と十分な貯蓄ができないことによる高齢期の生活不安 1620 69.1%

医療・介護保険の保険料・サービスの自己負担増 1517 64.7%

親の病気や介護が必要になった時の対処 1338 57.1%

身元引受人・保証人がいない場合、入院や介護施設入所が難しくなること 1252 53.4%

相談相手や頼れる人が少なくなり、孤立してしまう 1011 43.1%

公営住宅応募対象外・民間住宅の高家賃などによる高齢期の住宅の不安 836 35.7%

子どもの自立の問題 353 15.1%

自身の奨学金や子どもの教育費等の借金の返済のこと 270 11.5%

その他 137 5.8%

無回答 26 1.1%

ｎ＝2345　複数回答

病気・介護. 仕事の継続、年金、社会保険料負担、保証人など、不安は多岐

 

    

74.2%

71.0%

69.1%

64.7%

57.1%

53.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

⾃分の病気や介護
仕事の継続・⽣活賃⾦を得ること

低年⾦・低貯蓄による⾼齢期の⽣活不安
医療・介護保険の保険料・サービスの⾃⼰負担増

親の病気や介護
⾝元引受⼈・保証⼈がいない

半数以上の⼈が持っている将来不安

 
   

・将来の不安では、「病気や介護になった時の不安」を抱く人が 74.2％。「仕事の継続がで

きるかの不安」を持っている人は 71％。 

・低年金と十分な貯蓄ができないことの不安も 69.1％と高い。 

・介護保険料や介護サービスの自己負担増を不安視している人も 64.7％いた。 

・困った時の相談先では友人知人・身内に相談する人が半数以上である。一方、自治体や

男女共同参画センターの女性相談にアクセスする人は極めて少ない。 

・生活保護の受給者は、本調査回答者のうちわずか 60 人。改善してほしいことで最も多

かったのは、「扶養紹介をやめてほしい」が 1442 人（61.5％）。 
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自由記述 コメント・・・将来不安 

 

■将来が不安すぎて、両親の介護と子育てと自分

の心と身体の治療。幸せを感じることや喜びがあ

りません。一人でどのように生きていけばいいの

か、思い悩んで死のうとしたこともあります。子

どもが成人したら手当もなくなり、どう生きてい

くのか、不安で病気が悪化します。（40 代  離婚）     

 

■身元保証人制度など、家族がいることが前提に

なっているものを廃止するようにしていただきた

い。これは入院時や転職時など幅広い場面で求め

られ、身元保証人になってもらえる家族がいない

私には常にのしかかるストレスです。 

（40 代 独身 正規職員） 

 

■身寄りもない方で保証人等を立てる人がいない

場合、女性でも安心して頼れるサポートシステム、

セーフティネットを確立してほしい。将来親が亡

くなった時点で頼れる連絡先がなくなる。自分は

もう何もできないと絶望をもって生きている。 

（40 代 独身 正規職員） 

 

■単身女性は生涯低賃金で、低年金。長年、専門職

の正社員として働き続けたが、昇格差別を受けた。

同年代の男性社員と大きな賃金格差がある。さら

に退職勧奨のハラスメントを受けている。いつ解

雇されるかわからない状態。退職後は、70 歳近く

まで働き続けなければ、生活が成り立たない。 

（50 代  独身  正規職員） 

 

■同居している親が死んだらひとりになるのが不

安。病気、高齢になって動けなくなったらどうや

って生活したらいいかわからない。 

（40 代 独身 非正規職員） 

 

■怠けているわけでもなく、毎日働いているのに

お金の余裕がなく将来が不安で眠れない日々です。

何の為にいきているのか分からなくなります。 

（40 代 独身 非正規職員） 

 

■公営住宅に応募する予定。あと 1 年半で定年。

家賃を払って少ない年金で暮らしていく。長年低

賃金だったので貯金もできませんでした。不安し

かありません。 

（60 代  非婚/未婚の母  正規職員） 

 

■病気になった場合の医療費や働いているからこ

そ、維持できている家賃など、溜めのない生活で

す。非正規労働者として 25 年間働いている結果な

のでしょうか？自己責任を問われても‥、違うと

思います。（60 代  別居  非正規職員） 

 

■いわゆるヤングケアラーでした。そしてロスジ

ェネ世代。今日を生きるのに精一杯で、家庭や子

どもを持つことを諦めました。派遣法改正とリー

マンショック、東日本大震災の 3 次的要因で家廃

業、家を失いました。どんなにもがいても正規雇

用にたどり着けないまま母の闘病、諦めの境地で

今の過酷な環境での仕事を続けています。それで

も、国や社会からはすべて「自己責任」とされ、ひ

たすら耐えてきました。持病を抱えながら仕事を

続けています。私が働けなくなったら、わずかな

年金で暮らす障害者の母と私はどうなるのかと考

えると、生きていくのが嫌になります。 

（40 代  独身  非正規職員） 

 

■高齢の親（77 歳）と同居しており、住居費は安

いが、一度も正規職に就いたことがなく、年金を

払っていない期間もあったため、将来的に年金は

月数千円しか支払われない。親が要介護になった

ら、自分が介護で離職。働けなくなったとき、自分

の尊厳を保つための現金収入が途絶えることへの

不安。（50 代  独身  非正規職員） 
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②困った時の相談先 

 

1444
1184

256
187

133
122

44
60
47

352

友人・知人

親や子ども・親戚

自治体の相談窓口

法テラス・弁護士などの専門家

相談窓口があるNPO法人や一般社団法人等

社会福祉協議会・地域包括支援センター

組合・ユニオン等労働相談窓口

男女共同参画センター・女性センターの女性相談

児童相談所、子ども家庭支援センター

その他

困った時の相談先

 

相談先 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％

友人・知人 1444 61.6% 263 49.8% 788 63.8%

親や子ども・親戚 1184 50.5% 266 50.4% 657 53.2%

自治体の相談窓口 256 10.9% 91 17.2% 96 7.8%

法テラス・弁護士などの専門家 187 8.0% 46 8.7% 77 6.2%

相談窓口があるNPO法人や一般社団法人等 133 5.7% 65 12.3% 35 2.8%

社会福祉協議会・地域包括支援センター 122 5.2% 40 7.6% 47 3.8%

組合・ユニオン等労働相談窓口 44 1.9% 4 0.8% 28 2.3%

男女共同参画センター・女性センターの女性相談 60 2.6% 25 4.7% 15 1.2%

児童相談所、子ども家庭支援センター 47 2.0% 45 8.5% 0 0.0%

その他 352 15.0% 99 18.8% 177 14.3%
複数回答　　ｎ＝2345

母子世帯 40.50代独身全体

ｎ＝528 ｎ＝1235

身近な人 への相談が大半。自治体や男女共同参画センターへの相談が極めて少ない

 

 

 

 
自由記述コメント・・・ 相談先 

 

■弱き者がさらに弱き者をたたくという構図が現

実的にあるので、もっと気軽に頼れる・話せる・

相談できる場や人が欲しい。 

（40 代  離婚  非正規職員） 

 

■働けなくても生きていけるような相談ができる

場所が、気軽に行ける場所にあって欲しい。 

（50 代  独身） 

 

■女性の単身シングル、一人で困った時、公的な

相談できる場所が思いうかばない。子どもを産ん

でない年をとった女性は優先順位が低いのでは

と、被害妄想みたいなこと考えてしまいます。 

（40 代 独身 正規職員） 

 

■私は孫を養育していますが、体調が悪くいつま

で育てられるかわかりません。そんな時だれに相

談したらいいのか教えてほしい。 

（70 歳以上  死別） 
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■こんなときはどこに相談するということを具体

的に案内する窓口やリーフレット等、今は聞かな

いと教えてくれないことを先に情報として提供し

てほしい。（40 代 独身 正規職員） 

 

■公的支援の窓口はどのようなところがあるかも

っとわかりやすく周知してほしい。 

（40 代 独身 非正規職員） 

 

■シングルになった時、市役所やいろんな機関に

相談、電話したけど、「それについてはあっちに電

話して」など心身共に疲弊してるのに相談のたら

い回しで、相談する事を諦めました。今は日々な

んとか子どもたちと生きていますが、最低限の生

活で将来への希望が持てません。本当にシングル

の人に必要な支援を待ってます。 

（40 代  離婚  非正規職員） 

 

■病気やゲガなど体が動かなくなったとき、どう

すればいいのかわからない。支援があるのかもし

れないが、身近に情報がない。自分の死体の始末

の仕方もわからない。人に迷惑はかけたくないの

で、できれば自分の意思のあるうちに、苦しまず

確実に自分の始末をつけられる方策が欲しい。安

楽死って、ダメですか？ 

（40 代  独身  非正規職員） 

 

■告知を強化してほしい。支援があっても知らず

に利用できなければ意味がない。 

（40 代 独身 正規職員） 

 

 

③最後のセーフティネット 生活保護のどこを改善してほしいか 

 

    

生活保護改善点 度数 ％

親、兄弟姉妹への扶養照会を止めてほしい 1442 61.5%

自立、人として尊厳ある生活をするために一定の現金や生命
保険等をもつことを認めてほしい 1314 56.0%

住宅扶助・生活扶助・医療扶助などを単体でうけられるようにし
てほしい 1134 48.4%

生活保護の金額をあげてほしい 776 33.1%

車の保有を認めてほしい 741 31.6%

自立・就労支援は、個々人の状況に応じてやってほしい 577 24.6%

ケースワーカーの過度な生活管理をやめてほしい 362 15.4%

無回答 71 3.0%

ｎ＝2345  複数回答

扶養照会をやめてほしい…（６１.５％）
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自由記述コメント・・・ 生活保護 

 

■家賃を抑えたくて公営住宅に応募するも落選が

続いている。いつまでも今の家賃を払い続けられ

ない。障害を持ちながら仕事をして行くためには、

交通が不便な場所には住めない。また加齢に伴い

医療費の負担が重くなりつつある。せめて住宅扶

助か医療扶助どちらかだけでも受けられたらと思

う。（50 代  離婚  非正規職員） 

 

■生活保護にいたらなくても住まいさえあればな

んとかなる場合が多い。生活保護の名称を生活保

障にして、生活保護を分解して個別に必要な支援

が受けられるような仕組みを考えてほしい。 

（70 歳以上 死別） 

 

■難病を患っており感染のリスクが高いから生活

保護を、と考えて地元の市議さんに相談してみた

が、やはり兄弟に扶養照会ありとのことで断念。

（40 代 独身） 

 

■入院して無職で生活保護申請に行っても、まだ

働けるでしょ。と、受付すらして貰えなかった。食

べる物無いと伝えると、社会福祉協議会を教えら

れ、ここで何か貰えば？と、言われた。めちゃくち

や厳しく言われたし、精神的に追い詰められた。

（50 代  非婚/未婚の母  正規職員） 

 

■生活保護受給のハードルを下げてほしい。もし

生活が立ち行かなくなっても、生活保護があるか

ら大丈夫だという安心感があれば、もっと生きや

すくなるように思う。（40代  独身  非正規職員） 

 

■ケガをして働けなくなった時、病気をしたとき、

生活保護の相談に行ったことが何回かあります。

窓口では話を聞いてもらえず出直すように言われ

ました。「ケガが治るまででも」と言ったらカード

で借金をして、ケガが治ったら働けば返済できる

だろうと言われ驚きました。せめて話を聞いて、

相談の窓口や制度について教えてほしかったです。

（50 代 死別 非正規職員） 

 

■ちょうど子どもたちの進学の関係で引っ越し、

転職活動中にコロナ禍へ突入し、内定していた仕

事先もなくなり、収入は半分以下になりました。

食べるものがなくなり、福祉事務所など相談にか

けまわり支援を訴えましたが、住宅ローンをかか

える身なので対象になる支援がありませんでした。

家を処分し、車を手放してから出直すようにいわ

れ辛い思いをしました。ほんの一瞬助けてほしい

だけでした。生活保護の手前で支援があればと痛

感します。（40 代  離婚  非正規職員） 

 

■癌と甲状腺機能低下症で支援を受けながら生活

しています。支援金は家賃込み月 12 万円強で、エ

アコン・TV・冷蔵庫・洗濯機の無い生活で連日猛

暑のこの夏も過ごしています。入金と同時に支払

いをしていますが、公共料金も家賃も全て遅れて

いるので、それらを済ませると残金が 4 万円台と

なり、それで衣食住他を賄うため、当然当月の家

賃も公共料金も払えず翌月延ばしにして生きなが

らえており、死んだ方がどれほど楽かと悲嘆にく

れることも有ります。ボランティア活動、医療福

祉の現場でもそれなりに尽力した人生でしたが、

心の充足とは裏腹な厳しい収入だったと思います。 

（50 代  独身） 

 

■生活保護でも最低限のクーラー、趣味にお金を

使う事を制限しないで欲しい（40 代 独身） 

 

■もらえる年金が将来少ないことがわかっている

ので、生活保護が不可避。膨大な数の人たちがあ

と 20 年もしたら生活保護へ殺到することが予見

されます。（40 代 独身 非正規職員）



39 
 

■65 歳以上の高齢者 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
・年金以外の項目は全てクロス集計 無回答除く 

 

①年齢・シングル事情・同居の有無 

 

年齢 度数 ％

65歳以上～70歳未満 71 32.4%

70歳以上～75歳未満 96 43.8%

75歳以上 52 23.7%

合計 219 100.0%

シングル事情 度数 ％

独身 51 23.3%

離婚 87 39.7%

死別 59 26.9%

非婚/未婚の母 12 5.5%

別居 10 4.6%

合計 219 100.0%

同居の有無 度数 ％

いない 178 81.3%

いる 39 17.8%

無回答 2 0.9%

合計 219 100.0%

65歳以上
〜70歳未

満
32.4%

70歳以上
〜75歳未

満
43.8%

75歳以上
23.7%

年齢

いない
81.3%

いる
17.8%

無回答
0.9% 同居の有無

 

 

・65 歳以上の回答者は 219 人。単身世帯は 8 割超、9 割は主たる生計維持者。 

・65 歳以上 70 歳未満で働いている人は 66.2％。70 歳以上でも 45.9％が働いている。

「正規職員」の割合は、65 歳以上 70 歳未満で 6.5％、70 歳以上では 6.0％とごくわ

ずかである。 

・昨年収入があった人、「200 万円未満」が 60.9％。 

・住居費を払うと「家計に余裕のない」人が半数超。 

・資産の無い人は１割。4 人にひとりは「300 万未満」の資産しかない。 

・年金月額は 10 万未満の人が半数以上の 54.3％（無年金含む）、月額 20 万円以上の

年金がある人はわずか 7.1％。 

・今の年金額では生活が「やや・非常に苦しい」と回答している人が 8 割超。 

・足りない年金を補うために「働いている人」「貯蓄を取り崩している人」が半数。 

・２人にひとりは生活が苦しいと回答。 
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②就労の有無、主たる生計維持者、就業形態 

就労の有無 度数 ％ 度数 ％

働いている 47 66.2% 68 45.9%

働いていない 24 33.8% 80 54.1%

合計 71 100.0% 148 100.0%

主たる生計維持者 度数 ％

はい 203 92.7%

いいえ 16 7.3%

合計 219 100.0%

就業形態 度数 ％ 度数 ％

正規職員 3 6.5% 4 6.0%

非正規職員 25 54.3% 36 53.7%

自営業者・フリーランス 18 39.1% 18 26.9%

会社などの役員・その他 0 9 13.4%

合計 46 100.0% 67 100.0%

７０歳以上65歳以上～70歳未満

65歳以上～70歳未満 70歳以上

45.9%

54.1%

働いている

働いていな
い

70歳以上の就労者

92.7%

7.3%

はい

いいえ

主たる⽣計維持者

70歳以上で働いている人は45.9％

 

 
③昨年収入があった人（給与・事業収入） 

           

昨年の収入 度数 ％

100万円未満 56 40.6%

100万円以上～200万円未満 28 20.3%

200万円以上～300万円未満 29 21.0%

300万円以上～400万円未満 12 8.7%

400万円以上～500万円未満 5 3.6%

500万円以上 8 5.8%

合計 138 100.0%

65歳以上　全体

 

               
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

昨年の収入 度数 ％ 度数 ％

100万円未満 19 36.5% 37 43.0%

100万円以上～200万円未満 10 19.2% 18 20.9%

200万円以上～300万円未満 11 21.2% 18 20.9%

300万円以上～400万円未満 7 13.5% 5 5.8%

400万円以上～500万円未満 2 3.8% 3 3.5%

500万円以上 3 5.8% 5 5.8%

合計 52 100.0% 86 100.0%

昨年収入のあった人138人

70歳以上65歳以上～70歳未満

70歳以上では、100万未満の収入の人は４３％
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④住居 

居住形態 度数 ％

民間賃貸住宅 37 17.1%

親・子どもや親族の持ち家・分譲マン 11 5.1%

あなたの持ち家・分譲マンション 129 59.7% 住居費支払い後の家計 度数 ％

公営賃貸住宅（県営・市営等） 27 12.5% どちらかというと余裕・余裕がある 71 44.4%

ＵＲ等の賃貸住宅 7 3.2% あまり・全く余裕がない 89 55.6%

その他 5 2.3% 合計 160 100.0%

合計 216 100.0% 住居費を払っている人で回答した人160人

無回答者除く

65歳以上

65歳以上

住居費を払うと余裕がない人が半数以上

 
 

⑤資産・負債 

資産 度数 ％ 負債 度数 ％

ない 23 10.9% ない 193 93.7%

50万円未満 3 1.4% 50万円未満 4 1.9%

50万円以上～100万円未満 2 0.9% 50万円以上～100万円未満 2 1.0%

100万円以上～200万円未満 10 4.7% 100万円以上～200万円未満 1 0.5%

200万円以上～300万円未満 15 7.1% 200万円以上～300万円未満 4 1.9%

300万円以上～500万円未満 30 14.2% 300万円以上～500万円未満 0 0.0%

500万円以上～1000万円未満 34 16.1% 500万円以上～ 2 1.0%

1000万円以上 94 44.5% 合計 206 100.0%

合計 211 100.0% 無回答除く206人

無回答除く211人

65歳以上 65歳以上

資産の無い人10.9％ 4人にひとりは「300万未満」。 負債ありは6.3％

 

 

⑥受給している月額年金額 

月額年金 度数 ％

無年金 5 2.4%

～5万円未満 24 11.4%

5万円以上～10万円未満 85 40.5%

10万円以上～15万円未満 46 21.9%

15万円以上～20万円未満 27 12.9%

20万円以上 15 7.1%

無回答 8 3.8%

合計 210 100.0%

非該当・無回答除く210人

5

24

85

46

27

15

8

無年⾦
〜5万円未満

5万円以上〜10…
10万円以上〜…

15万円以上〜…

20万円以上
無回答

⽉額年⾦

月額10万未満の年金受給者は54.3％。半数以上（無年金含む）

月額20万以上の年金がある人は7.1％
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※ 年金は足りているか？ 

年金は足りているか？ 度数 ％

充分な金額である 3 1.5%

まあまあな金額である 29 14.4%

やや.苦しい金額である 54 26.7%

かなり・非常に苦しい金額である 109 54.0%

無回答 7 3.5%

合計 202 100.0%

年金額に無回答の人除く202人

まあまあな金額・充分な金額である 32 15.8%
やや、かなり・非常に苦しい金額である 163 80.7%
無回答 7 3.5%

合計 202 100.0%

まあまあ

な金額・

充分な金

額である, 

15.8%

やや、かな

り・非常に

苦しい金

額である

80.7%

無回答

3.5%

年⾦は⾜りているか？

年金額が「やや、かなり苦しい金額」である人8割

※ 年金不足をどう補っているか？ 

      

不足分の補填は 度数 ％

仕事をしている 84 51.5%

貯蓄を取り崩している 80 49.1%

生活費を削っている 54 33.1%

親戚、近親者から経済的支援を受けている 9 5.5%

生活保護をうけている 4 2.5%

不動産を売却し、生活費にあてている 2 1.2%

消費者金融や銀行ローン・カードローン等から借入れをして 0 0.0%

自分の老後の年金だけでは生活できないが、遺
族年金がある

19 11.7%

その他 11 6.7%

無回答 2 1.2%

ｎ＝今の年金では生活が苦しいと答えた163人　複数回答

仕事をしている人

貯蓄を取り崩している人は2人にひとり

 

 ⑦暮らしぶり・心身健康状態 

 

クロス集計　年齢と暮らしぶり クロス集計　年齢と心身健康状態

暮らしぶり 度数 % 心身健康状態 度数 %

やや・大変ゆとりがある 18 8.2% 良い・まあ良い 59 26.9%
普通 86 39.3% 普通 97 44.3%
やや・大変苦しい 115 52.5% 良くない・あまり良くない 63 28.8%

合計 219 100.0% 合計 219 100.0%

65歳以上 65歳以上

半数の人の生活は「やや・大変苦しい」。
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自由記述コメント・・・ 高齢者 

 

■贅沢がしたいとは思わないけれど、美味しいも

のを食べに行きたいし、趣味にも少しばかりのお

金を使いたい。苦しんでいる人がいればささやか

ながらも寄付もしたい。2 年前、幡ヶ谷のバス停で

投打され亡くなった大林三佐子さんは、未来の私

かもとの思いが常にあります。このような不安が

払拭される世の中になってくれたらどんなによい

かと思います。 

（60 代  離婚  自営・フリ－ランス） 

 

■22年間正規で働いて厚生年金を支払ってきたが、

その後非正規雇用になり、年金が月 10 万弱。生活

費を確保するため、70 歳を過ぎた今も非正規で働

いている。病気などで仕事できなくなると、生活

保護と思っている。非正規で働いている人は、年

金もまともに受給できないという今の制度は改め

るべき。（70 歳以上  独身  非正規職員） 

 

■医療費、光熱費、食費、住居費などを年金でま

かなえるようにして欲しい。（現在の年金 5 万 5 千

円以下）（70 歳以上   別居） 

 

■老齢基礎年金の額が低すぎる。40 年間年金を支

払っても月額 65000 円程。40 年支払ってないと月

5 万円あまり。特に賃貸住宅に住んでいると、いく

ら安くても住居費と光熱費で月 5～6 万は消えて

しまうので、食費や医療費などは全然足りない。

40 年、年金をかけ月 14 万をもらえるには余程若

い時から正社員でないと手にできない。女性の場

合、特に賃金が安いので掛けている年金も少ない。

年金を生活保護レベルに保障してもらいたい。 

（70 歳以上 非婚/未婚の母 非正規職員） 

 

■要介護状態（認知症や重度障害）になった時に

自分の身の回りのこと（お金、役所や病院の手続

きなど）を誰に任せればよいのか心配。 

（60 代  独身  非正規職員） 

 

■30 代で離婚して以来、ずっと正規で働いてきた

のですが、賃金が低いので年金も少ないです。

それでも私より前の年の人はもっともらってい

たので、何とかやれると思っていた。考えが甘

かった。（70 歳以上 離婚） 

 

■介護保険ができたことで、おひとり様になって

も安心と思っていたのに、保険料だけが高くな

り、制度への不安しかない。（70 歳以上 離婚） 

 

■要介護状態になったときに入ることのできる公

的な施設を拡充してほしい。（60 代  独身） 

 

■後期高齢者の医療費負担を増やさないでほしい。

92歳の母が入院しているので負担が 2割になれば

とても暮らしていけない。（60 代  独身） 

 

■介護や医療に携わる人たちへの給与に助成金を

出して引き上げ、施設に入居する人たちへの負担

をおさえてほしい。（60 代  離婚） 

 

■病気・老化・死の看取り・死後の処理等につい

て、安心できる制度が欲しい。（70 歳以上  独身） 

 

■介護の社会化をうたった介護保険は変質した。

命の綱である年金から強制的に保険料を引き、自

己負担額の増加等、改悪はやめてほしい。 

（70 歳以上  死別  非正規職員） 

 

■3 年後、私は 75 歳の後期高齢者になります。夫

のモラハラで離婚調停を起こしましたが、夫側の

言い分が通り、今後 3 年間の別居の後、再度離婚

訴訟を起こすことになりました。国民年金月 6 万

に、プラスして夫からの婚姻費用が月 36000 円。

月 10 万にも満たない収入で暮らしていくのは辛

いです。（70 歳以上 別居） 
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■40 代・50 代のシングル女性（全体） 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

集計は年齢・暮らし・健康状態を除きクロス集計（無回答除く） 

①年齢・シングル事情 

シングル事情

シングル事情 度数 ％ 度数 ％

年齢 独身 948 66.1% 287 50.0%

年齢 度数 ％ 離婚 402 28.0% 220 38.3%

40歳以上～50歳未満 1434 71.4% 死別 20 1.4% 20 3.5%

50歳以上～60歳未満 574 28.6% 非婚/未婚の母 43 3.0% 23 4.0%

合計 2008 100.0% 別居 21 1.5% 24 4.2%

合計 1434 100.0% 574 100.0%

40歳以上～50歳未満 50歳以上～60歳未満

 

②就労の有無・就業形態 

就労の有無

就労の有無 度数 ％ 度数 ％

働いている 1282 89.4% 496 86.4%

働いていない 152 10.6% 78 13.6%

合計 1434 100.0% 574 100.0%

就業形態

就業形態 度数 ％ 度数 ％

正規職員 650 51.1% 211 42.7%

非正規職員 461 36.3% 207 41.9%

自営業者・フリーランス 148 11.6% 67 13.6%

会社などの役員・その他 12 0.9% 9 1.8%

合計 1271 100.0% 494 100.0%

就労中で就業形態に回答した1765人

40歳以上～50歳未満

40歳以上～50歳未満 50歳以上～60歳未満

50歳以上～60歳未満

正規職員

42.7%

非正規職

員

41.9%

自営業者・フ

リーランス

13.6%

会社などの

役員・その

他

1.8%

50代の就業形態

非正規職員・自営業 40代47.9％、 50代55.5％・・ 50代の正規職員42.7％

・本調査回答者のうち 40 代・50 代は 2008 人。全体の 85％を占める。 

・40 代で働いている人の就業形態は、正規職 51.1％、非正規職 36.3％、自営業は 11.6％。

50 代では正規職 42.7%、非正規職 41.9％、自営業 13.6％。40 代に比べ非正規職・自営業

等が増加。 

・40 代・50 代の 2 人にひとりは昨年収入「300 万円未満」。 

・住居費支払後の家計に余裕のない人が 6 割以上（40 代・50 代） 

・資産が「50 万未満」の人、40 代 41.5％、50 代 33.9％（3 人にひとり）。 

・40 代・50 代の 7 割が「生活がやや苦しい・大変苦しい」と回答。 

・50 歳以上 65 歳未満の人の 65 歳からの年金予想額は「月額 10 万円未満」が 7 割。現在

の高齢者より年金額の少ない人が多い。
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③昨年の収入 

     

昨年の収入 度数 ％ 度数 ％

200万円未満 406 30.3% 171 32.4%
200万円以上～300万円未満 327 24.4% 118 22.3%
300万円以上～400万円未満 231 17.3% 85 16.1%
400万円以上～500万円未満 149 11.1% 43 8.1%
500万円以上 226 16.9% 111 21.0%

合計 1339 100.0% 528 100.0%

昨年収入があった1867人

50歳以上～60歳未満40歳以上～50歳未満

2人にひとりは年収「３００万未満」（ 40代・50代）

 

   

30.3%

24.4%

17.3%

11.1%

16.9%

200万円未満

200万円以上〜300万円未満

300万円以上〜400万円未満

400万円以上〜500万円未満

500万円以上

40代の昨年収⼊

 

 

④住居 

居住形態 度数 ％ 度数 ％

民間賃貸住宅 689 48.1% 224 39.1%

親・子どもや親族の持ち家・分譲マンション 439 30.7% 124 21.6%

あなたの持ち家・分譲マンション 166 11.6% 143 25.0%

公営賃貸住宅（県営・市営等） 76 5.3% 50 8.7%

ＵＲ等の賃貸住宅 38 2.7% 20 3.5%

その他 24 1.7% 12 2.1%

 合計 1432 100.0% 573 100.0%

居住形態に無回答除く2005人

住居費支払い後の家計 度数 ％ 度数 ％

どちらかと言うと余裕・余裕がある 430 37.5% 156 33.6%

あまり・全く余裕がない 718 62.5% 308 66.4%

 合計 1148 100.0% 464 100.0%

住居費の支払い無し、および無回答除く1612人

40歳以上～50歳未満 50歳以上～60歳未満

40歳以上～50歳未満 50歳以上～60歳未満

⺠間賃貸住宅居住者が多く「住居費⽀払い後の家計」
余裕がない⼈・・・ 6割以上（40代・50代）
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⑤資産・負債 

 

40歳以上～50歳未満 50歳以上～60歳未満

資産 度数 ％ 度数 ％ 負債 度数 ％ 度数 ％

ない 436 30.7% 135 23.6% ない 1094 76.8% 434 76.1%

50万円未満 153 10.8% 59 10.3% 50万円未満 102 7.2% 43 7.5%

50万円以上～100万円未満 91 6.4% 39 6.8% 50万円以上～100万円未満 87 6.1% 39 6.8%

100万円以上～200万円未満 129 9.1% 53 9.2% 100万円以上～200万円未満 72 5.1% 25 4.4%

200万円以上～300万円未満 101 7.1% 46 8.0% 200万円以上～300万円未満 31 2.2% 8 1.4%

300万円以上～500万円未満 126 8.9% 47 8.2% 300万円以上～500万円未満 23 1.6% 12 2.1%

500万円以上～1000万円未満 164 11.5% 61 10.6% 500万円以上～ 15 1.1% 9 1.6%

1000万円以上 222 15.6% 133 23.2% 合計 1424 100.0% 570 100.0%

合計 1422 100.0% 573 100.0% 無回答除く1994人

無回答除く1995人

40歳以上～50歳未満 50歳以上～60歳未満

50万未満の資産の人。40代41.5％、50代33.9％ 何らかの負債のある人40代23.2％、50代23.9％

⑥暮らしぶり・健康状態 

50歳以上～60歳未満

暮らしぶり 度数 % 度数 %

やや・大変ゆとりがある 91 6.3% 31 5.4%

普通 338 23.6% 131 22.8%

やや・大変苦しい 1005 70.1% 412 71.8%

1434 100.0% 574 100.0%

心身健康状態 度数 % 度数 %

良い・まあ良い 292 20.4% 109 19.0%

普通 509 35.5% 197 34.3%

良くない・あまり良くない 633 44.1% 268 46.7%

1434 100.0% 574 100.0%

40歳以上～50歳未満

40歳以上～50歳未満 50歳以上～60歳未満

やや・⼤
変ゆとり
がある
5.4%

普通
22.8%

やや・⼤
変苦しい
71.8%

暮らしぶり50代

 

年金定期便による50歳以上65歳未満の年金予想額

月額「10万未満」が7割（無年金含む）

予想年金 度数 %

無年金 17 2.8%

～5万円未満 141 23.1%

5万円以上～10万円未満 269 44.0%

10万円以上～15万円未満 135 22.1%

15万円以上～20万円未満 36 5.9%

20万円以上 13 2.1%

合計 611 100.0%

無回答を除く６１１人

17

141

269

135

36

13

81

無年⾦
〜5万円未満

5万円以上〜10万円未満
10万円以上〜15万円未満
15万円以上〜20万円未満

20万円以上
無回答  
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自由記述コメント・・・ 40 代・50 代シングル 

 

■物価が高くなり、ごはんなどが質素に。支援が

とても限られていたりしていて不公平に感じる。 

（40 代  独身  正規職員） 

 

■物価高騰による生活費、食費の逼迫に非常に困

っており、外出を避けネットで商品を購入。 

（40 代  独身） 

 

■生活必需品が値上がりしてるのに賃金が上がら

ない。（50 代  独身  正規職員） 

 

■子どもを持たない人間はそもそも視界にすら入

っていない。国の益にならない人間は不要だとい

うのが伝わってきて辛い。 

（40 代 独身 非正規職員） 

 

■単身独身女性への支援はほぼ皆無と言える。女

性支援=子持ち女性支援ではない。女も単身で生き

ていける普通の国にして欲しい。 

（40 代 離婚 非正規職員） 

 

■社会は単身者を想定していない、望んでいな

い・・という空気がしんどいです。家庭のある方や

未来ある子どもたち、親世代を支える私達も社会

の一員のはずなのですが。 

（40 代  独身  正規職員） 

 

■シングルは子育てが終わった後も大変。行政の

支援がなくなり、収入が減るが、年齢などで正規

雇用が難しい。（50 代  離婚  非正規職員） 

 

■将来病気以外でも年をとれば身体が不自由にな

っていく。そうなっても親身に世話をしてくれる

人がいません。金銭、条件の両方で介護制度を利

用しやすくしてほしい。（50 代  独身） 

■助けてほしい。既に持病を抱えていて就労困難

の状態で、多少、体調が持ち直してきたところに

コロナ禍が来た。新型コロナに罹ってさらに健康

状態が悪くなることを恐れて、就労支援などの場

に外出することも難しい。このままではいけない

と思うが、どうすることもできない。 

（40 代  独身） 

 

■コロナ禍に関係なく、元々非正規雇用の人はギ

リギリの生活をしている。普通に働いて普通に生

活していけるだけの収入が必ずある状況になれる

ことを切に願う（40 代  独身  非正規職員） 

 

■コロナ禍で収入は減りましたが、マスクや消毒

液など出費は増えました。生きるために精一杯で、

心の余裕も金銭の余裕もありません。 

（40 代  離婚  非正規職員） 

 

■子どもがいない独身女性は貧困であっても支援

からは除外される。また、年収 300 万程度は低所

得支援からも除外される。 

（40 代 独身 自営・フリーランス） 

 

■賃金は上がらず、生活全般にかかわる物がすべ

て値上がりしていて毎月の支払いが苦しいです。

子どもに学費や食費がかかるので、自分のことに

はお金が使えないです。水筒弁当持参、自販機で

飲み物は買えません。（40代  離婚  非正規職員） 

 

■国の統計等は、家族の単位を親 2 人子 2 人が基

本としているようで、シングルの身としては全く

参考にならない。シングルとしてはどうか、とい

うことも追加してほしい。例;定年退職後の年金

不足額にしても、夫婦 2 人で〜、という計算のた

め、シングルの場合は再計算せねばならない。 

（40 代 別居） 
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■母子世帯 

 

 

 

 

 

 

※ 集計はすべてクロス集計 無回答除く 

年齢 就労の有無

年齢 度数 % 就労しているか 度数 %

40歳以上～50歳未満 380 72.0% はい 445 84.3%

50歳以上～60歳未満 143 27.1% いいえ 83 15.7%

60歳 以上～65歳未満 5 0.9% 合計 528 100.0%

合計 528 100.0%
 

 

就業形態 昨年収入

就業形態 度数 % 昨年収入 度数 ％

正規職員 160 36.6% 100万円未満 88 18.0%

非正規職員 245 56.1% 100万円以上～200万円未満 150 30.7%

自営業者・フリーランス 27 6.2% 200万円以上～300万円未満 138 28.2%

会社などの役員・その他 5 1.1% 300万円以上～400万円未満 56 11.5%

合計 437 100.0% 400万円以上～500万円未満 19 3.9%
働いている人で就業形態に回答した人437人 500万円以上 38 7.8%

合計 489 100.0%
昨年就労・事業収入があった人489人  

 

        

      

住まい

居住形態 度数 ％

民間賃貸住宅 218 41.4%

親・子どもや親族の持ち家・分譲マンション 94 17.8%

あなたの持ち家・分譲マンション 87 16.5%

公営賃貸住宅（県営・市営等） 94 17.8%

ＵＲ等の賃貸住宅 17 3.2%

その他 17 3.2%

合計 527 100.0%

・20 歳未満の子どもを育てている母子世帯は 528 人。回答者全体の 22.5％。 

・就業形態は正規職員が 36.6％と少なく、非正規職員が 56.1％、自営業が 6.2％と非正規

職員率が高い。 

・就労率は 84.3％と高い。しかしながら、年収「200 万円未満｝の人が半数近くの 48.7％。

「300 万円未満」までの合計でみると 7 割を超える。 

・民間賃貸住宅入居者が 4 割を超え、公営住宅入居者は 17.8％と少ない。 

・資産のない人が 37.6％であり、３人にひとりにあたる。「50 万未満」の資産しかない人

が２人にひとり（52.4％） 

・暮らしぶりは 9 割近くの人が「やや・大変苦しい」と回答している。 
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資産 負債

度数 ％ 度数 ％

ない 198 37.6% ない 339 64.4%

50万円未満 78 14.8% 50万円未満 53 10.1%

50万円以上～100万円未満 42 8.0% 50万円以上～100万円未満 53 10.1%

100万円以上～３00万円未満 82 15.6% 100万円以上～200万円未満 46 8.7%

300万円以上～500万円未満 42 8.0% 200万円以上～300万円未満 19 3.6%

500万円以上～1000万円未満 40 7.6% 300万円以上～500万円未満 11 2.1%

1000万円以上 44 8.4% 500万円以上 5 1.0%

合計 526 100.0% 合計 526 100.0%  
   

暮らしぶり 心身健康状態

暮らしぶり 度数 % 心身健康状態 度数 %

やや・大変ゆとりがある 7 1.3% 良い・まあ良い 77 14.6%

普通 48 9.1% 普通 175 33.1%

やや・大変苦しい 473 89.6% 良くない・あまり良くない 276 52.3%

合計 528 100.0% 528 100.0%  
      
⾃由記述コメント・・・ ⺟⼦世帯 
 

■今私は４８歳で、長女高３、長男中３で離婚し

て１３年目になります。児童扶養手当が無くなっ

たあとの生活が立ちゆくのか本当に不安になりま

す。奨学金制度を利用して２人とも進学予定。幸

い契約社員ですが、手取りで１２〜３万。子ども

が大きくなってからでも食料支援などあれば助か

ります。（40 代  離婚  非正規職員） 

 

■非正規雇用のシングルマザーは、親か子どもの

どちらかが心身に支障がでた場合、まともに働く

こともできなくなり、先行きが不安になる。 

（50 代  非婚/未婚の母  非正規職員） 

 

■給与収入が増えたら児童扶養手当が減らされる

ので、結局は貧困から抜け出せない。 

（50 代  非婚/未婚の母  非正規職員） 

 

■賃金の低さ、時間やお金に余裕がないことで資

格取得がしづらい。自分が倒れた時の子どもの世

話の心配。働けない状況（親の介護や子どもの病

気など）となった時の生活費の確保など、お金に

関する不安がどうしても付きまとう。 

（50 代  離婚  正規職員） 

 

■子育て世帯（子どもが 18 歳未満）に給付がされ、

大学生の子どもを持つ世帯には、給付金が対象外。

大学生の子どもを持つ世帯が一番大変。 

（50 代  離婚  自営・フリ－ランス） 

 

■児童手当を 18 歳までに延長して下さい。子ども

が 18 歳になると、児童扶養手当もひとり親医療証

もなくなり、医療費がいきなり 3 割負担になりま

す。（40 代  離婚  正規職員） 

 

■子育て中は仕事をセーブせざるを得ないため、

将来の年金額が少なくなってしまう。今は生活で

きているが、子どもが独立し自分が高齢になった

時に、生活費や医療費の負担がかなり大きくなり、

年金だけで生活していけるかが心配である。 

（40 代  離婚  正規職員） 
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コロナ禍は、仕事や生活にどのように影響したか。自由記述コメント 

―雇い止め、解雇された― 

 

■コロナで前に勤めていた塾の生徒数が減り、雇

い止めにされた。（70歳以降  離婚  非正規職員） 

 

■解雇されて 2 ヶ月無職。 

（40 代  離婚  非正規職員） 

 

■飲食店勤務でしたが、今年の 2 月末にコロナの

影響で、お店が閉店してしまい生活がガラッと変

わってしまいました。その後もなかなか新たな職

を見つけることができず、現在も就活中です。こ

の歳になると、次の仕事を見つけるのは本当に厳

しく、資格がないと職種も限られてしまい、取り

残された感覚になります。（40 代  死別） 

 

■仕事をひとつクビになった。家族みんなコロナ

にかかって約１ヶ月仕事ができず、翌月の給与が

ほとんどなく苦しかった。 

（40 代  別居  非正規職員） 

 

■体調不良・コロナ疑いが強く、職場での理解も

なく退職に追い込まれた。物価は上がるのに、賃

金や保障は低く生きていくのが辛いです。 

（40 代  離婚） 

 

■今の仕事に就く前にコロナで失職した。結果前

より収入のいい仕事につけたが、失職中に借金も

増えた。（40 代  独身  正規職員） 

 

■派遣で仕事をしているが、仕事が少なくなり派

遣切りされてしまった。生活が苦しくなる。 

（40 代  独身  非正規職員） 

 

■派遣先の職場でコロナ感染しました。基礎疾患

がある私は症状がひどく、後遺症に苦しみました。

自宅療養期間終了後、体力が落ちていることもあ

り在宅勤務を希望しましたが却下。正社員は週に

数日在宅勤務で就業している状況にも関わらず、

派遣社員の私だけ在宅勤務が許されませんでした。

結果として、出社する事ができなかったため「自

己都合」による契約終了となり収入が途絶えてし

まいました。どこに相談してもサポートしてもら

える所がなく、派遣は切り捨てられる。 

（40 代  独身  非正規職員） 

 

 

―収入が減った。雇用条件が悪くなったー 

 
■会社の業績が悪化して、ボーナスの減額があっ

た。このまま継続して就労できるか不安を感じる。

自宅勤務期間が 2 年半程になって、メンタルが不

安定になっている。（40 代  独身  正規職員） 

 

■航空会社勤務のため、給与減額ボーナスゼロを

経験した。今は少し戻ったが、それでも固定資産

税や住宅ローン支払いのために節約しても追い付

かず、貯金を切り崩して支払っている状況。 

（50 代  離婚  正規職員） 

 

■正社員だが給料が大幅に減り休日が増えアルバ

イトが解禁されたので、週 2 日アルバイトをして

週休 1 日になり忙しく生活に余裕がない。 

（40 代  独身  正規職員・アルバイト兼業） 

 

■仕事が減り休業することがあるが、会社は全額

補償してくれないため給与が減っています。 

（40 代  独身  正規職員） 

 

■職場の収⼊が減ったので、賞与が減り年収が減
った。同居している⺟、介護施設に⼊居している
⽗の年⾦が減ったため貯⾦を取り崩している。原
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油高物価高が生活苦に追い打ちをかけている。 

（40 代  独身  非正規職員） 

 

■コロナ禍の影響で会社の売上が落ち、一方的に

雇用条件を下げられた。転職しようとするも、募

集がとても少ない。コロナ禍が落ち着いたとして

もこの傾向は変わらないように思える。経験があ

っても、今までのような働き方はできないと感じ

ている。（50 代  独身） 

 

■現在、メインで勤務している職場（医療機関）で

は外来・入院の患者さんが減り、経営的に厳しい

状況にあるため、ボーナスや昇給もカットされ、

収入面で苦しい状況に置かれている。 

（60 代  独身  非正規職員） 

 

■仕事が減って収入が減った。証明できない程度

だが 1〜2 万減っても生活はできなくなる。電気代

が高くてクーラーをかけられない。 

（60 代  離婚  非正規職員） 

 

■コロナ禍で正社員からパートになってしまい、

社会保険が無くなりました。自分の生活だけでは

なく、両親の生活も私の肩に重くのしかかってい

ます。55 歳でパート勤め、両親の生活と自分の生

活をひとりで支えるには耐え難いほど辛いです。

息子は ADHD と自閉症スペクトラムの特性があり、

子育ても非常に大変です。 

（50 代  離婚  非正規職員）  

 

■保育園でパート勤務しています。新型コロナ流

行により学級閉鎖が多く、勤務日数や時間数が減

り、預金から生活費を切り崩している状態です。 

（40 代  独身  非正規職員） 

 

 

■コロナで仕事が減り、まずバイトやパートから

就業時間が減っている。次は、社員と名がついて

はいるがパートと大して変わらない契約社員の番

だと思うと不安。（40 代  独身  非正規職員） 

 

■アミューズメントビルで事務をしていますが、

長引くコロナ禍で客足は戻らずテナントは撤退や

家賃を払うことができないので全くお金が入って

きません。ボーナスがカットされて下がったまま

の年収がデフォルトに。 

（50 代  離婚  非正規職員） 

 

■会社の業績が悪化して収入が激減している。 

（40 代  独身  正規職員） 

 
 

―生活が大変・苦しくなった。 

体調を崩した。仕事が多忙― 

 

■テレワークを推奨されるが、光熱費考えると出

社せざるを得ない。テレワーク推奨するなら、そ

の代金を上乗せしてほしい。 

（40 代  離婚  非正規職員） 

 

■結果コロナでなかったとしても、子どもが熱を

出したりすると、家族が自粛等で家に拘束され仕

事は休んでお給料はもらえないのに食費などでお

金がかかるのがつらい。 

（40 代  離婚  非正規職員） 

 

■解雇されずテレワークに移行出来た事は良かっ

たが、自宅のための設備投資や光熱費の補助がな

く、生活を圧迫している。娘は大学を卒業したが、

コロナ禍で就活が十分出来ず仕事に就けていない。

息子は発達障害があるが、作業所の仕事も減って

おり、どこにも通えていない。 

（60 代  離婚  非正規職員） 

 

■感染するのが怖く、必要最低限の行動しかして

いないが、その分家に閉じこもっているので、エ
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アコンなどの電気代が高くなってしまう。物価が

上がっても、給料は上がらないので、生活が苦し

いです。（40 代  離婚  非正規職員） 

 

■コロナ禍に加え、物価・燃料の高騰の中、食料‣

生活必需品の買い控え、エアコン利用の控えをど

うしてもしなければなりません。その結果健康状

態・精神状態の悪化を否めません。秋からの物価

急上昇でこの先やっていけるのか、終わりを迎え

なければならないのかと考える毎日です。 

（60 代  離婚） 

 

■在宅勤務が多くなり、光熱費、家具。PC 機器の

出費が多くなりました。勤務ペースを崩して、腎

盂炎になりました。（50 代  独身  正規職員） 

 

■医療従事者なので忙しくなる一方なのに、給料

上がらないし残業代も出ないので最悪。 

（40 代  独身  正規職員） 

 

■自治体の会計年度職員のためコロナで失職はな

かったが、保健所や給付金送付などの応援に正規

職までが借り出されたため、仕事量は倍くらいに

なった。その間、業務を回していたのは非正規職

員だった。（50 代  独身  非正規職員） 

 

■会社の業績が悪く人件費が真っ先に削られてお

り、その最中最低賃金の底上げをされても、さら

に人員少なくされる。体調不良者が 1 人でもいれ

ば仕事は回らなくなり、1 人の勤務時間残業が増

えるばかりで何も良くはありません。 

（40 代  別居  非正規職員） 

 

■医療職なのでずっと行動を制限してコロナ禍に

対応できるようにしているが、そのことは評価さ

れていない。救急対応している施設の賃金がわか

らない程度上がっただけ。 

（50 代  独身  正規職員） 

■地方自治体の会計年度任用職員として働いてい

ます。自治体の体制が整わない中、コロナ禍での

事業中止、オンラインへの移行等、不安と緊張を

余儀なくされています。 

（60 代  独身  非正規職員） 

 

■エッセンシャルワーカーで職場内でも感染者が

多数いるため、休んでいる社員の穴埋めで疲労困

憊している。自分が陽性になり高齢の親に感染さ

せてしまったらと思う恐怖感もある。時給制なの

で数週間も休むと生活が困窮してしまう。 

（40 代  独身  非正規職員） 

 

■一昨年はまだあった仕事が昨年はほぼなくなり、

生活は個人年金や預金でまかなっている。今はな

んとかなっているがこのままでは 2 年 3 年とはも

たないし、来年度からの公的年金では全く不足。

（60 代  独身） 

 

 
―コロナ禍の子育て― 

 

■幼児のいる母子世帯です。観光関連業を収入の

柱として仕事と子育てを両立する予定だったが、

開業直前にコロナ禍が始まったため、持続化給付

金の対象からも外れたまま他の収入源を探さなけ

ればならなくなった。離婚手続きをしないままの

別居中で、養育費や児童扶養手当ももらえず、仕

事と子育ての両立が難しい。現在は子どもに時間

を割けるパートを選んでいるが収入はかなり少な

い。養育費など夫の援助がない場合は児童扶養手

当の支給を認めてほしい。 

（40 代  別居  非正規職員） 

 

■ワンオペシングルなので、感染した場合自分ひ

とりで対処せねばならず、子どもと自分の健康と

生活が不安で働きに出られない。余分な出費と感

染を避けるため外出ができず、密室育児が続いて
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おり、精神的負担が大きい。コロナ前と比較して

出費は増えたが、就労による収入が減ったわけで

はないため、貸付けや給付も対象外となる場合が

ほとんど。（40 代  非婚/未婚の母） 

 

■コロナ直前に不登校になった子ども（発達障害

ＬＤ診断あり）がおりますが、コロナ禍では学校

などからの支援・コミュニケーションが限られて

おり、登校拒否をどうすることもできないまま、

どんどん月日が過ぎていきます。学校や放課後等

デイサービスの送迎も平日には行えず、しかし家

計を考えると、仕事を休む・転職するなども難し

く、子育てに後悔や自責がつのっています。ひと

り親だと本当に不自由であると痛感しています。

（40 代  離婚  非正規職員） 

 

■コロナ陽性になって、仕事を休まないといけな

いが、子どももコロナに罹り、長期間の休みにな

った。給料の保障もなく、経済的な不安と食料入

手も困難で、苦しい日々が続いている。コロナ陽

性になった時こそ支援してほしい。 

（40 代 離婚 非正規職員） 

 

■学校休校になったのは辛かった。小学１年生で、

学校と同じようにスケジュールが決まっていて家

で勉強を教えなくてはならず、親子で、行き詰ま

った。不安、ストレスがひどく、円形脱毛となり、

その後も体調すぐれず、いまは、仕事をすること

ができていない。休職中である。のちに子供の発

達のデコボコもわかり、ひどい状況であったと振

り返る。（50 代  離婚  非正規職員） 

 

■濃厚接触者になり、パートを休まなければなら

なくなり、大変きつい思いをしている。 

平日休んだ分を土曜に出勤。子どもを家において

仕事に行かなければならないことも多く、子ども

との時間も減った。物価もあがり非常にキツイ。 

（40 代 非婚/未婚の母 非正規職員） 

■学校や塾等がズームでの授業になり、パソコン

を購入しなければならず、家に居ることが多くな

り光熱費や消耗品の出費が多くなりました。加え

て年収は変わらないのに物価も高騰しているので

少しずつ家計に余裕がなくなり、貯金ができなく

なってきています。 

（40 代  離婚  非正規職員） 

 

 

―コロナの影響はなかった。楽になった― 

 

■自分自身は完全リモートワークで働けているの

で恵まれていると思います。仕事の内容も変わり

ません。（60 代  離婚  非正規職員） 

 

■コロナ流行により自分が働きやすいリモートワ

ークに就業しやすくなった点は助かります。 

（50 代  離婚  非正規職員） 

 

■在宅が増えたことは、私にも子どもにも良かっ

た。仕事の合間に家事ができて嬉しい。対面だと

長い会議が ZOOM によって短縮されて良かった。

（50 代  離婚  正規職員） 

 

■コロナ以降フルリモート勤務になり嬉しい。満

員電車から解放された。 

（50 代  離婚  正規職員） 

 

■リモート社員なので最も影響が少ない身分です。

しかしもちろん、自分さえ良ければいいわけでは

ないし、クライアントの窮状はギャラや給与に影

響しています。（50 代  離婚  正規職員） 

 

■コロナ禍に⼊る少し前に今の仕事に就いたが、
幸いにも在宅ワーク可能な職種だったため、現在
もフルで在宅ワークができていて、収⼊が減るこ
となく⽣活できている。 
（40 代  独⾝  ⾮正規職員） 


